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『
吉
田
家
御
広
間
雑
記
』
に
見
る

�

長
崎
・
諏
訪
社
神
主
の
京
都
吉
田
家
詣
で

�

久
田
松
　
和
則

一
、
は
じ
め
に

現
在
、
京
都
大
学
に
隣
接
す
る
吉
田
神
楽
岡
に
は
吉
田
神
社
が
鎮
座
し
、
そ

の
創
建
は
貞
観
年
間
（
八
五
九
―
八
七
七
）
に
ま
で
遡
る
。
藤
原
氏
北
家
魚
名

流
の
中
納
言
山
陰
が
、
藤
原
氏
の
氏
神
・
大
和
春
日
社
の
四
座
を
勧
請
し
山
陰

一
族
の
氏
神
と
し
て
創
建
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
鎌
倉
時
代
か
ら
卜
部
吉
田
家

が
神
主
職
を
相
伝
し
て
明
治
の
時
代
ま
で
及
ん
だ
。
中
で
も
応
仁
の
乱

（
一
四
六
七
）
後
に
吉
田
兼
倶
（
一
四
三
五
―
一
五
一
一
）
が
唯
一
神
道
を
創

唱
し
て
、
地
域
神
職
の
宗
家
と
な
り
、
神
道
界
の
い
わ
ば
文
化
セ
ン
タ
ー
的
な

役
割
を
果
た
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
こ
の
吉
田
家
の
宗
教
的
権
限
は
全
国
津
々
浦
々
に
及
び
、
神

道
裁
許
状
を
発
行
し
て
地
方
神
主
の
任
命
を
行
う
な
ど
絶
大
な
力
を
も
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
神
社
で
あ
っ
た
か
ら
吉
田
家
に
は
、
全
国
か
ら
の
神
主
衆
が
毎
日

の
よ
う
に
訪
れ
、
神
位
、
神
主
の
官
位
、
神
道
伝
授
、
祈
祷
な
ど
と
様
々
な
請

願
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
吉
田
家
広
間
で
の
出
入
り
を
、
表
向
き
の
役
人
が
克

明
に
書
き
留
め
た
も
の
が
、『
吉
田
家
御
広
間
雑
記
』
で
あ
る
。

同
雑
記
は
現
在
、
天
理
大
学
付
属
図
書
館
の
「
吉
田
文
庫
」
に
収
蔵
さ
れ
て

い
る1

。
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
よ
り
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
至
る
ま
で
、

総
計
六
百
七
十
三
冊
と
膨
大
な
量
に
及
ぶ
。同
雑
記
を
用
い
た
先
行
研
究
で
は
、

島
井
清
氏
の
日
記
の
概
要
と
各
年
次
の
細
目
に
つ
い
て
詳
細
な
報
告
が
あ
る2

。

ま
た
橋
本
政
宣
氏
は
同
雑
記
か
ら
見
え
る
吉
田
家
の
役
割
・
神
道
伝
授
・
祈
祷
、

ま
た
地
震
・
雷
・
火
事
等
に
関
す
る
諸
事
件
を
明
ら
か
に
し
て
い
る3

。

広
間
対
応
記
録
の
一
例
と
し
て
、
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
八
月
十
九
日

の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

十
九
日
乙
卯　

天
陰　

巳
ノ
下
刻
よ
り
属
晴

一
、
加
賀
国
神
明
之
神
主
多
田
主
水
、
位
階
願
ニ
付
両
傳
奏
江
以
書
付
被

仰
入
、
御
丈
者
鈴
鹿
修
理

加
賀
國
石
川
郡
金
沢　

神
明
之
神
主
源
正
篤

一
、
大
和
国
廣
瀬
神
社
之
公
文
坊
始
而
御
対
面
、
南
都
酒
壱
樽
、
束
素
麺

壱
箱
、
扇
子
弐
本
入
持
参
、
同
社
之
氏
子
河
合
傳
三
御
対
面

一
、
神
龍
大
明
神
へ
主
君
御
参
、
風
折
、
御
浄
衣
御
着
、
御
祓
串
持
参

一
、
肥
前
國
冨
松
権
現
之
社
家
小
嶌
備
前
御
対
面
了

元
禄
十
二
年
八
月
十
九
日
の
京
都
の
天
候
は
曇
り
、
巳
の
下
刻
（
午
前
十
一

時
）
頃
よ
り
晴
れ
て
き
た
。
こ
の
日
の
最
初
の
訪
問
者
は
、
加
賀
国
金
沢
の
神

明
社
神
主
の
多
田
主
水
源
正
篤
で
あ
っ
た
。
神
主
の
位
階
に
つ
い
て
の
願
い
で

あ
り
、
吉
田
家
家
老
職
の
鈴
鹿
修
理
が
対
応
し
た
。
こ
の
階
位
申
請
を
行
っ
た

金
沢
の
神
明
社
と
は
、
現
在
の
金
沢
市
野
町
に
鎮
座
す
る
神
明
宮
の
こ
と
と
思

わ
れ
る
。

そ
の
後
、
大
和
国
廣
瀬
神
社
の
公
文
坊
が
御
広
間
で
初
め
て
御
対
面
、
土
産

と
し
て
南
都
酒
一
樽
・
束
素
麺
一
箱
・
扇
子
二
本
入
を
持
参
し
た
。
同
席
し
た

廣
瀬
神
社
氏
子
の
河
合
傳
三
と
も
対
面
し
た
。

二
件
の
対
応
の
後
、吉
田
家
当
主
は
吉
田
兼
倶
を
祀
る
神
龍
大
明
神
に
参
拝
、

出
で
立
ち
は
風
折
烏
帽
子
に
浄
衣
を
着
け
、
祓
串
を
持
参
し
た
。

そ
の
後
、
肥
前
国
冨
松
権
現
の
社
家
・
小
嶌
備
前
守
の
来
訪
が
あ
り
、
御
広

間
で
の
対
面
が
あ
っ
た
。
こ
の
冨
松
権
現
は
、
現
在
の
長
崎
県
大
村
市
の
富
松

神
社
に
当
た
る
。
小
嶌
備
前
守
は
江
戸
期
に
入
っ
て
四
代
目
の
宮
司
・
小
嶋
備

− −3



前
守
正
興
で
あ
る
。
大
村
藩
『
郷
村
記4

』
に
収
録
さ
れ
る
同
社
宮
司
家
系
図
に

よ
る
と
、「
寶
永
年
中
継
目
上
京
、
於
吉
田
家
始
官
職
」
と
あ
っ
て
、
宝
永
年

中
（
一
七
〇
四
～
一
七
一
一
）
に
跡
目
相
続
の
た
め
に
京
都
吉
田
家
に
出
向
き
、

備
前
守
の
官
職
を
授
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
れ
に
先
立
つ
五
年
か
ら
十
二
年
ほ
ど
前
の
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
に
、

小
嶋
備
前
守
は
一
度
、吉
田
家
を
尋
ね
吉
田
家
当
主
と
の
面
会
に
与
っ
て
い
た
。

階
位
取
得
の
下
準
備
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
元
禄
十
二
年
八
月
十
九
日
に
は
、
加
賀
国
金
沢
、
大
和
国
、
肥

前
国
大
村
か
ら
の
神
主
・
氏
子
の
来
訪
が
あ
り
、
吉
田
家
当
主
は
そ
の
合
間
に

吉
田
家
の
中
興
の
祖
・
吉
田
兼
倶
を
祀
る
社
に
参
詣
す
る
な
ど
、『
吉
田
家
御

広
間
雑
記
』
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
日
が
克
明
に
分
か
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降

は
『
吉
田
家
御
広
間
雑
記
』
を
『
御
広
間
雑
記
』
と
略
称
し
、
諸
氏
の
京
都
吉

田
家
へ
の
来
訪
を
、
本
稿
で
は
「
吉
田
家
詣
で
」
と
仮
称
し
用
い
て
い
く
。

こ
の
『
御
広
間
雑
記
』
に
よ
る
と
九
州
諸
地
域
か
ら
も
吉
田
家
詣
で
が
あ
っ

た
。
江
戸
初
期
の
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
か
ら
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
迄

の
五
十
三
年
間
に
限
る
と
、
長
崎
諏
訪
社
が
八
十
三
回
と
圧
倒
的
に
多
く
、
こ

れ
に
続
く
の
は
肥
後
熊
本
・
藤
崎
八
旛
宮
の
二
十
七
回
、
肥
後
人
吉
・
青
井
大

明
神
（
現
・
青
井
阿
蘇
神
社
）
の
十
九
回
と
続
く
。

本
稿
で
は
頻
繁
に
吉
田
家
に
通
っ
た
長
崎
諏
訪
社
神
主
・
青
木
氏
の
吉
田
家

詣
で
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

本
論
に
入
る
前
に
神
社
に
仕
え
る
者
を
神
主
、
神
職
等
と
総
称
し
、
そ
の
中

で
も
一
社
を
代
表
す
る
神
主
を
宮
司
と
言
う
。
し
か
し
『
御
広
間
雑
記
』
に
は

「
宮
司
」
の
表
記
は
殆
ど
見
ら
れ
ず
、「
祀
官
」、「
社
司
」、「
祀
職
」、「
社
家
」

等
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
『
鎮
西
大
社
年
譜
輯
要
録5

』
に
は
、
長
崎
諏
訪
社

を
建
立
し
た
金
重
院
を
「
第
一
宮
司
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
も
諏
訪

社
を
代
表
す
る
神
主
に
は
「
宮
司
」
の
用
語
を
用
い
て
い
く
。
尚
、
年
齢
は
当

時
の
慣
習
で
あ
る
数
え
歳
で
算
定
し
表
示
す
る
。

加
え
て
本
稿
で
も
度
々
登
場
す
る
吉
田
神
社
の
吉
田
家
当
主
は
、
正
式
に
は

「
神
祇
管
領
長
上
」
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
「
吉
田
家
当
主
」

の
呼
称
で
統
一
す
る
。

二
、『
御
広
間
雑
記
』
以
前
の
吉
田
家
と
諏
訪
社

後
述
す
る
よ
う
に
、『
御
広
間
雑
記
』
に
登
場
す
る
諏
訪
社
関
係
の
記
録
は
、

明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
か
ら
始
ま
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
諏
訪
社
と
吉
田
家

と
の
関
係
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
長
崎
在
地
の
史
料
に
当
た
る
と
、
前

掲
の
『
鎮
西
大
社
年
譜
輯
要
録
』
に
そ
の
関
係
が
若
干
見
受
け
ら
れ
る
。
最
初

に
確
認
さ
れ
る
の
は
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
の
次
の
記
録
で
あ
る
。『
鎮
西

大
社
年
譜
輯
要
録
』
は
こ
れ
以
降
、『
年
譜
輯
要
録
』
と
略
称
す
る
。

元
和
九
癸
亥
、
金
重
院
以
書
吉
田
兼
英
卿
ニ
達
、
氏
神
再
興
ノ
儀
即
雑
掌
鈴

鹿
采
女
正
治
忠
ニ
命
シ
答
書
許
之

こ
こ
に
登
場
す
る
金
重
院
と
は
、後
に
諏
訪
社
を
創
建
す
る
修
験
者
で
あ
る
。

先
の
『
年
譜
輯
要
録
』
に
よ
る
と
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
に
肥
前
国
唐
津
に

生
ま
れ
、後
に
佐
嘉
（
佐
賀
）
扇
町
に
移
り
住
ん
だ
。
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）

二
月
に
は
、長
崎
の
公
文
九
郎
左
衛
門
の
招
き
に
よ
っ
て
長
崎
に
や
っ
て
来
る
。

こ
の
公
文
九
郎
左
衛
門
は
か
つ
て
長
崎
の
三
社
大
明
神
の
神
主
を
務
め
、
社
寺

破
壊
を
行
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
と
も
対
峙
し
た
と
い
う
。
金
重
院
の
来
崎
を
機
に

三
社
大
明
神
の
宮
司
職
を
こ
の
人
物
に
譲
る
こ
と
と
し
た
。

こ
う
い
う
背
景
が
あ
っ
て
、
金
重
院
は
元
和
九
年
に
右
記
の
よ
う
に
長
崎
で

の
氏
神
再
興
の
願
い
を
、
吉
田
家
に
願
い
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
時
の
吉
田
家

当
主
は
吉
田
兼
起
で
あ
る
が
、
先
の
記
録
に
見
え
る
長
崎
か
ら
の
氏
神
再
興
の

願
い
に
対
応
し
た
吉
田
兼
英
と
い
う
人
物
は
、
こ
の
当
主
の
父
親
に
当
た
る
。
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実
際
に
事
務
を
行
っ
た
鈴
鹿
采
女
正
治
忠
は
「
雑
掌
」
と
あ
る
よ
う
に
、
吉
田

家
の
実
務
を
担
当
す
る
家
柄
で
あ
っ
た
。

こ
の
願
い
は
吉
田
家
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
は

西
山
郷
圓
山
（
現
・
松
森
神
社
地
）
に
社
地
を
得
て
、
諏
訪
神
社
が
建
立
さ
れ

て
い
く
。
こ
う
し
て
諏
訪
社
と
吉
田
家
の
関
係
は
、
金
重
院
が
諏
訪
社
建
立
の

伺
い
を
吉
田
家
に
申
し
出
た
事
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
元
和
九
年（
一
六
二
三
）

の
事
で
あ
る
。

寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
は
次
の
記
録
が
あ
る
。

寛
永
九
年
壬
申
二
月
、
金
重
院
上
京
吉
田
兼
英
卿
に
拝
謁

三
月
十
七
日
永
忠
同
断
、
金
重
院
神
道
中
興
ノ
志
ヲ
感
シ
給
ヒ
一
社
ノ

神
官
衆
可
申
付
神
役
ノ
許
状
ヲ
宮
内
永
忠
ニ
給
ル

宮
内
大
輔
始
吉
田
門
第
（
弟
）
ト
成

諏
訪
社
を
建
立
し
た
金
重
院
は
、
青
木
賢
清
の
名
前
で
初
代
の
宮
司
と
な
る

が
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
二
月
に
は
上
京
し
て
吉
田
家
に
拝
謁
し
た
。
三

月
十
七
日
に
は
青
木
賢
清
の
息
子
、
青
木
宮
内
永
忠
も
吉
田
家
に
拝
謁
し
、
当

社
の
宮
司
就
任
の
神
道
裁
許
状
を
賜
っ
た
。
こ
の
人
物
が
第
二
代
目
の
宮
司
と

な
る
青
木
宮
内
永
忠
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
長
崎
諏
訪
社
の
神
主
家
と
な
っ

た
青
木
家
は
、
京
都
吉
田
家
の
門
弟
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
も
「
吉
田
門
弟
」
と
見
え
て
い
る
が
、『
御
広
間
雑
記
』
の
中
で
も
「
門

弟
」
と
い
う
表
現
は
通
常
的
に
使
わ
れ
、
吉
田
家
傘
下
の
者
を
「
門
弟
」
と
称

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

更
に
三
年
後
の
寛
永
十
二
己
亥
年
（
一
六
三
五
）
に
は
、次
の
記
録
が
あ
る
。

吉
田
殿
ヨ
リ
神
宮
寺
ノ
一
通
、
金
重
院
ニ
賜
フ

吉
田
家
よ
り
神
宮
寺
に
関
わ
る
文
書
が
、
諏
訪
社
の
金
重
院
（
青
木
賢
清
）

に
下
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
先
に
社
殿
を
構
え
た

圓
山
が
狭
か
っ
た
た
め
に
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
長
崎
奉
行
所
よ
り
玉

園
山
の
社
地
を
得
て
、
同
年
の
十
一
月
九
日
よ
り
敷
地
の
普
請
が
始
ま
る
。
そ

れ
よ
り
八
年
後
の
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
に
本
殿
が
完
成
す
る
。
そ
の
玉
園

山
は
か
つ
て
諏
訪
社
の
神
宮
寺
で
あ
っ
た
玉
圓
坊
と
い
う
僧
坊
が
あ
っ
た
場
所

で
あ
る
。
吉
田
家
か
ら
下
っ
た
一
通
の
文
書
と
は
、
こ
の
神
宮
寺
・
玉
圓
坊
に

関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

敷
地
普
請
が
始
ま
る
一
年
前
の
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
に
は
、
青
木
宮
内

永
忠
が
吉
田
家
よ
り
神
道
伝
授
の
記
事
が
次
の
様
に
見
え
る
。

（
正
保
）
四
丁
亥
、
永
忠
十
八
神
道
傳
受
并
神
道
行
事
相
源
玄
ノ
大
旨
且

陰
陽
行
事
傳
受
ス
、
吉
田
ハ
兼
里
卿

吉
田
神
道
行
事
は
吉
田
家
の
宗
源
殿
で
伝
授
さ
れ
る
行
事
で
あ
る
。
奉
幣
次

第
、
参
詣
次
第
、
遷
宮
次
第
、
地
鎮
次
第
、
中
臣
祓
、
三
種
祓
等
が
基
本
で
あ

り
、十
八
神
道
行
事
（
初
重
伝
）、宗
源
行
事
（
二
重
伝
）、神
道
護
摩
行
事
（
三

重
伝
）
を
三
檀
行
事
と
い
い
、
最
も
重
い
行
法
と
し
た
。
習
得
す
る
に
は
最
短

で
も
半
年
の
修
行
を
要
し
た
と
言
わ
れ
る
。

青
木
宮
内
の
神
道
伝
授
を
前
記
の
内
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
神
道
護
摩

行
事
を
除
く
殆
ど
の
内
容
を
習
得
し
た
よ
う
に
窺
わ
れ
る
。
玉
園
山
に
諏
訪
社

社
殿
を
整
え
る
一
方
で
は
、
祀
職
と
し
て
そ
れ
に
相
応
し
い
資
質
を
京
都
吉
田

家
に
求
め
、
着
々
と
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
た
経
緯
が
分
か
る
。
そ
の
神
道
伝

授
を
行
っ
た
の
は
、「
兼
里
卿
」
と
見
え
る
が
、
吉
田
家
当
主
・
吉
田
兼
起
の

別
名
で
あ
る
。

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
金
重
院
の
時
代
か
ら
吉
田
家
に
社
殿
建
立
の
請
願

を
出
し
、
二
代
目
の
青
木
宮
内
の
時
に
は
吉
田
家
門
弟
と
な
っ
て
い
た
。
加
え

て
宮
内
は
吉
田
家
神
道
伝
授
の
大
方
を
修
業
取
得
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
在
地
の
史
料
に
よ
っ
て
、諏
訪
社
は
後
述
す
る
『
御
広
間
雑
記
』

に
登
場
す
る
以
前
か
ら
京
都
吉
田
家
の
傘
下
に
あ
り
、
吉
田
家
門
弟
で
あ
っ
た

事
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
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三
、『
御
広
間
雑
記
』
の
諏
訪
社
関
係
記
録

諏
訪
社
と
京
都
吉
田
家
と
の
関
係
は
、『
年
譜
輯
要
録
』
に
よ
る
限
り
元
和

九
年
（
一
六
二
三
）
に
は
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後
の
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）

か
ら
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
の
間
に
、『
御
広
間
雑
記
』
に
記
さ
れ
る
長
崎
・

諏
訪
社
神
主
の
吉
田
家
詣
で
の
関
係
記
録
を
抽
出
す
る
と
、
次
頁
の
表
（
１
）

の
通
り
で
あ
る
。

四
、『
御
広
間
雑
記
』
に
見
え
る
青
木
神
主
三
代

前
記
の
『
御
広
間
雑
記
』
に
登
場
す
る
諏
訪
社
神
主
は
、
二
代
目
宮
司
か
ら

四
代
目
宮
司
に
当
た
る
青
木
宮
内
、
青
木
右
近
、
青
木
若
狭
守
の
三
代
に
亘
る
。

こ
れ
に
先
立
つ
諏
訪
社
を
創
建
し
た
金
重
院
、
即
ち
初
代
宮
司
の
青
木
賢
清
は

『
年
譜
輯
要
録
』
に
よ
る
と
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
八
月
二
十
八
日
に

七
十
五
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
今
、
対
象
と
し
て
い
る
『
御
広
間
雑

記
』
に
登
場
す
る
事
は
な
い
。

青
木
賢
清
に
続
く
前
記
三
名
の
神
主
が
何
時
、
宮
司
職
に
就
い
た
の
か
、『
長

崎
市
史
』
地
誌
編 

神
社
教
会
部
上6

で
も
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
前
掲
の
『
年

譜
輯
要
録
』
に
は
、
宮
司
交
替
が
窺
え
る
記
録
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

に
依
り
前
記
三
名
の
宮
司
就
任
時
期
を
ま
ず
確
認
し
て
み
た
い
。

先
に
も
引
用
し
た
が
『
年
譜
輯
要
録
』
の
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
三
月

十
七
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

金
重
院
神
道
中
興
ノ
志
ヲ
感
シ
給
ヒ
一
社
ノ
神
官
衆
可
申
付
神
役
ノ
許
状

ヲ
宮
内
永
忠
ニ
給
ル

宮
内
大
輔
始
吉
田
門
第
（
弟
）
ト
成

吉
田
家
よ
り
諏
訪
社
を
建
立
し
た
金
重
院
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
を
継

ぐ
べ
き
神
役
の
許
状
を
宮
内
永
忠
が
給
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
宮
内
の
時

か
ら
青
木
家
は
吉
田
家
の
門
弟
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
経
緯
か
ら
す
る
と
、

寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
初
代
の
青
木
賢
清
か
ら
二
代
目
の
青
木
宮
内
永
忠

に
、宮
司
職
が
引
き
継
が
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
賢
清
五
十
一
歳
で
の
隠
居
、

宮
内
は
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
十
九
歳
で
の
宮

司
就
任
で
あ
っ
た
。

若
く
し
て
宮
司
と
な
っ
た
青
木
宮
内
に
つ
い
て
、『
年
譜
輯
要
録
』
の
寛
永

元
年
（
一
六
二
四
）
の
条
に
次
の
よ
う
な
記
録
が
見
え
る
。

内
中
町
高
田
氏
ノ
記
ニ
宮
内
大
輔
、
寛
永
三
年
十
三
才
ニ
シ
テ
神
主
ト
ナ

ル
ト
ア
リ
、
是
ニ
テ
御
年
ヲ
シ
ル
、
代
ハ
永
春
公
迠
記
載
ア
ル

こ
れ
に
よ
る
と
青
木
宮
内
は
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
に
何
と
十
三
歳
で

神
主
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
起
算
し
て
も
宮
司
就
任
時
の
年
齢
は
十
九

歳
と
な
る
。
こ
の
若
い
頃
か
ら
の
経
験
が
十
九
歳
で
の
宮
司
就
任
に
繋
が
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

二
代
目
か
ら
三
代
目
へ
の
宮
司
の
交
替
に
つ
い
て
は
、
先
ず
天
和
三
年

（
一
六
八
三
）
に
「
宮
内
大
輔
永
忠
隠
居
」
と
見
え
、
翌
年
の
貞
享
元
年

（
一
六
八
四
）
に
は
「
三
代　

右
近
将
監　

御
朱
印
頂
戴
仕
候
」
と
あ
る
。
こ

の
経
緯
か
ら
す
る
と
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
二
代
目
宮
司
の
宮
内
が
隠

居
し
た
こ
と
に
伴
い
、
翌
年
の
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
青
木
右
近
将
監
が

三
代
目
の
宮
司
に
就
任
し
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
そ
の
就
任
の
証
が
「
御
朱
印
頂

戴
」
に
当
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
に
右
近
将
監
が
三
代
目
宮
司
に
就

い
た
為
に
、『
年
譜
輯
要
録
』
は
右
近
将
監
の
名
前
の
上
部
に
わ
ざ
わ
ざ
「
三
代
」

と
記
し
た
の
で
あ
る
。

二
代
目
の
青
木
宮
内
は
七
十
歳
で
の
隠
退
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
元
禄
十
四
年

（
一
七
〇
一
）
二
月
二
十
四
日
に
八
十
八
歳
で
他
界
し
て
い
る
。
三
代
目
の
右
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年　

号

寛
永
九

明
暦
二

明
暦
四

万
治
二

寛
文
四

西　

暦

一
六
三
二

一
六
五
八

一
六
五
八

一
六
五
九

一
六
六
四

月　

日

三
・
一
七

八
・
二
八

四
・
九

五
・
一
五

六
・
一

六
・
九

六
・
二
〇

六
・
二
八

一
〇
・
二
四

閏
一
二
・
一
六

閏
一
二
・
一
八

閏
一
二
・
二
七

閏
一
二
・
二
八

三
・
一
五

八
・
一
四

三
・
一
八

三
・
一
九

四
・
二
八

五
・
八

　
　
　

記　
　
　

録

青
木
宮
内
大
輔
永
忠
、
諏
訪
社
二
代
目
の
宮
司
に
就
任
（
十
九
歳
）

初
代
宮
司
・
青
木
賢
清
没
す
る
（
七
十
五
歳
）

肥
州
長
崎
諏
訪
之
祀
官
青
木
宮
内
、
同
舎
弟
傳
四
郎
、
同
息
子
猪
兵
衛
御
礼
申
上
也
、
唐
木
綿
壱
疋
、

長
崎
足
袋
五
足
、
竜
眼
肉
弐
斤
、
唐
蒲
萄
曲
物
壱
ツ
、
虫
目
カ
子
一
、
右
三
人
より
差
上
也
、

御
対
面
盃
被
下
候
、
栄
春
院
様
へ
木
菴
墨
跡
壱
枚
、
白
砂
糖
曲
物
壱
ツ
、
長
崎
た
は
こ
弐
箱
差
上
也

青
井
与
左
衛
門
、
青
木
宮
内
、
同
舎
弟
子
息
三
人
、
御
礼
申
上
也

青
井
与
左
衛
門
、
青
木
宮
内
、
同
右
近
、
御
礼
申
上
候

肥
後
之
青
井
与
左
衛
門
下
社
人
□
□　

青
木
宮
内
下
社
人
御
礼
申
上
也

長
崎
宮
内
見
舞
也

長
崎
社
家
青
木
宮
内
、
舎
弟
右
京
御
礼

長
崎
諏
訪
大
明
神
之
社
司
青
木
宮
内
重
而
被
登
御
礼
、
為
土
産
花
毛
氈
一
枚
、
初
テ
社
人
同
時
対
面
也
、
御
臺
内

へ
宮
内
別
之
土
産
指
上
也

長
崎
之
青
木
宮
内
護
摩
御
待
受

長
崎
之
青
木
宮
内
護
摩
、
為
御
礼
銀
子
拾
枚
指
上
也

肥
後
国
青
井
信
濃
より
歳
暮
為
御
礼
畦
足
袋
十
指
上

長
崎
之
青
木
宮
内
、
今
日
罷
下
ル
為
御
暇
乞
也

長
崎
青
木
宮
内
より

長
崎
諏
訪
之
社
司
青
木
右
近
、
帰
国
申
ニ
付
御
対
面
御
盃
頂
戴
也

長
崎
諏
方
之
社
人
青
木
右
近
、
御
目
見
江
申
候

長
崎
諏
方
之
社
司
青
木
宮
内
子
息
右
近
、
去
十
七
日
當
地
上
着
、
今
日
御
目
見
申
了
、
為
土
産
石
摺
壱
枚
、
絵
筵

壱
枚
、
天
門
参
密
讀
壱
曲
、
玳
瑁
櫛
弐
ツ
、
南
京
塗
附
香
答
壱
ツ
、
右
献
上
也

長
崎
諏
訪
之
社
司
青
木
宮
内
父
子
、
位
階
之
義
為
御
相
談
有
也

烏
丸
大
納
言
様
より
書
面
御
便
、
長
崎
諏
訪
之
社
家
宮
内
、
今
度
宗
源
行
事
庶
届
被
聞
、
右
御
相
傳
被
成
苦
有
間
敷

表
（
1
）『
御
広
間
雑
記
』
諏
訪
社
関
係
記
録
（
□= 

虫
喰
・
摩
耗
の
為
に
判
読
不
明
）
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寛
文
四

寛
文
五

寛
文
六

寛
文
九

寛
文
一
〇

寛
文
一
一

天
和
三

貞
享
元

元
禄
一
四

一
六
六
四

一
六
六
五

一
六
六
六

一
六
六
九

一
六
七
〇

一
六
七
一

一
六
八
三

一
六
八
四

一
七
〇
一

五
・
一
〇

五
・
一
四

五
・
一
六

六
・
一
四

一
二
・
八

一
・
八

二
・
六

二
・
一
七

三
・
三

三
・
四

三
・
五

三
・
五

三
・
二
五

五
・
二
八

八
・
二
八

二
・
二
四

小
弟
云
也

長
崎
諏
方
社
人
、
位
階
之
継
目
小
折
紙
被
出
云
々
、
別
頭
弁
殿
より
御
使
者
至
来
旨
趣
、
先
年
親
宮
内
口
宣
案
御
覧

被
成
度
之
由
也
、
使
者
山
田
権
兵
衛
同
道
ニ
而
宮
内
口
宣
持
参
云
也

柳
原
頭
弁
殿
ヨ
リ
御
使
者
旨
趣
、
長
崎
諏
方
之
社
司
青
木
右
近
位
階
御
礼
、
明
後
十
六
日
ニ
参
上
之
旨
可
被
仰
付

由
云
也

長
崎
諏
方
之
社
人
青
木
右
近
位
階
被
下
、
為
御
礼
今
日
長
橋
御
房
迄
致
参
上
、
鈴
鹿
七
之
丞
被
相
添
何
茂
首
尾
能

相
済
云
也

青
木
宮
内
紫
□
□
七
ツ
御
祝
献
上

長
崎
町
人
高
木
善
衛
門
方
より
為
御
初
穂
銀
子
壱
枚
指
上
也
、
京
室
町
圓
福
寺
町
辻
源
衛
門
方
へ
書
状
添
、
善
衛
門

年
廿
六
也
、
来
年
之
御
祈
念
頼
由
也

長
崎
諏
方
之
社
司
青
木
右
近
桐
箱
御
書
入

去
々
年
極
月
比
事
、
京
都
之
辻
紹
甫
と
申
仁
参
入
、
長
崎
ニ
而
高
木
善
衛
門
御
祈
祷
之
義
、
以
前
も
申
上
候
、
今

度
□
□
申
度
由
也
、
為
初
尾
銀
子
壱
枚
献
上
候
、
彼
善
衛
門
年
廿
八
、
卯
ノ
年
申
了

長
崎
諏
方
之
社
司
、
家
老
中
へ
出
状
至
来
、
右
之
書
状
京
西
三
白
方
より
相
届
也
、
彼
宿
両
替
町
小
池
通
上
ル
町
也

橘
三
喜
御
対
面

橘
三
喜
来

橘
三
喜
來
、
先
年
宗
源
行
事
御
許
容
之
切
紙
被
下
候

肥
前
長
崎
諏
訪
大
明
神
之
祀
官
青
木
宮
内
父
子
、
今
度
江
府
へ
境
内
之
御
朱
印
致
頂
戴
為
御
礼
罷
下
ニ
付
、
乍
次

手
御
見
舞
申
上
、
為
土
産
花
毛
氈
三
枚
差
納
、
右
近
白
砂
糖
五
付
、
右
近
弟
傳
作
畦
足
袋
二
足
、
老
上
古
住
御
対

面
了

長
崎
之
諏
方
之
祀
官
青
木
宮
内
、
同
右
近
父
子
、
江
戸
罷
下
ニ
付
、
惣
社
宮
内
同
主
殿
へ
言
傳
物
也

長
崎
諏
訪
之
社
家
青
木
宮
内
、
同
右
近
旁
銅
百
疋
花
向
御
祝
儀
上
候
也

肥
前
国
諏
方
神
社
之
社
家
青
木
右
近
、
為
火
事
見
廻
龍
眼
肉
壱
曲
物
指
上
也

諏
訪
社
二
代
目
宮
司
・
青
木
宮
内
大
輔
隠
居
（
七
十
歳
）

青
木
右
近
将
監
、
諏
訪
社
三
代
目
宮
司
に
就
任
（
四
十
二
歳
）

二
代
目
宮
司
・
青
木
宮
内
大
輔
没
す
る
（
八
十
八
歳
）
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元
禄
一
五

一
七
〇
二

四
・
一
八

五
・
二
八

六
・
二
二

七
・
二
一

七
・
二
六

七
・
二
七

八
・
二

八
・
七

八
・
八

八
・
九

長
崎
青
木
右
近
之
義
先
年
より
家
コ
ト
ニ
旨
、
今
度
長
崎
奉
行
所
被
遊
吟
味
、
江
府
へ
も
状
窺
被
聞
、
右
近
義
遠
島

被
仰
付
、
修
理
義
江
戸
、
京
、
大
坂
御
構
、
長
崎
十
里
四
方
追
放
被
申
付
候
、
隼
人
義
江
戸
、
京
御
構
、
長
崎
十

里
四
方
追
放
被
申
付
候
、
外
記
義
右
近
と
一
味
仕
候
故
、
今
朝
より
閉
門
被
仰
付
候

一
、 

今
朝
大
角
外
記
右
近
と
互
一
味
故
、
今
日
より
閉
門
被
仰
付
云
々
、
別
鈴
鹿
周
防
守
同
豊
前
同
内
藏
允
ヲ
以
此

旨
ヲ
被
伝
渡
也
、
外
記
門
ニ
青
竹
以
縄
ユ
ウ

一
、 

今
度
長
崎
之
義
首
尾
能
相
済
ニ
付
、
為
御
祝
承
御
家
老
中
四
人
被
召
、
奥
亭
御
料
理
被
下
、
以
後
御
盃
被
下

云
々
、
其
以
後
被
仰
出
云
、
今
度
被
召
上
候
田
地
之
義
、
先
其
ま
ゝ
可
被
召
置
候
、
重
而
人
躰
を
被
見
□
可

被
仰
付
候
、
然
者
右
田
地
半
分
石
見
守
為
□
□
被
下
候
間
、
受
納
仕
候
様
ニ
為
賞
被
下
候
と
の
云
々
、
其
外

小
姓
共
侍
中
等
於
表
面
御
料
理
被
下   

青
木
若
狭
守
永
春
、
諏
訪
社
四
代
目
宮
司
に
就
任
（
四
十
四
歳
）

長
崎
諏
方
大
明
神
之
神
主
青
木
作
之
進
初
而
御
対
面
也

長
崎
諏
方
之
神
主
青
木
大
蔵
官
位
願
之
義
為
御
届
□
□
□　
　

鈴
鹿
筑
後
守

青
木
大
蔵
官
位　

小
打
払
万
里
小
路
弁
様
へ
□
□
□
□

一
、万
里
小
路
辨
様
より
左
状
至
来
御
使
者　

三
枝
左
門

肥
前
國
長
崎
諏
訪
大
明
神 

神
主
藤
原
永
春
申　

正
六
位
下
若
狭
守
等
唯
入

肥
前
國
長
崎
諏
方
大
明
神
之
神
主
青
木
若
狭
守
官
位
御
礼
、
今
日
打
勤
添
使
鈴
鹿
平
兵
衛
光
職
事
、

万
里
小
路
辨
様
より
御
使
者
至
来
、
長
崎
諏
方
神
主
宣
旨　

位
記
事
記
左

正
六
位
下
藤
原
朝
臣
永
春

正
二
位
行
権
大
納
言
兼
右
近
衛
大
将
藤
原
朝
臣
伊
季

宣
奉　

敕
件
人
宣
令
任

若
狭
守
者

元
禄
十
五
年
八
月
三
日
大
外
記
兼
掃
部
頭
中
臣
朝
臣
師
庸
奉

長
崎
諏
方
大
明
神
之
神
主　

宣
旨
位
記
之
御
礼
ニ
参　

添
使
鈴
鹿
平
兵
衛　

先
万
里
小
路
辨
様
参
、
同
夫
大
外

記
、
大
内
記
東
坊
城
殿　

少
納
言
西
洞
院
殿
官
物
如
例
、
主
殿
之
礼
物
者
職
事
ニ
預
置
也

職
事
ヨ
リ
口　

宣
案
被
渡
記
左

口
宣
案
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元
禄
一
六

宝
永
二

一
七
〇
三

一
七
〇
五

八
・
九

八
・
一
〇

八
・
二
四

三
・
七

六
・
一

閏
四
・
二
一

五
・
三

五
・
一
五

上
卿　

右
大
将

元
禄
十
五
年
八
月
三
日　
　

宣
旨

　
　
　
　
　
　
　

藤
原
永
春

天
神
地
祇　
　

神
道
長
卜
部
朝
臣
兼
敬

諏
方
大
明
神        

三
幅

　
　

神

八
幡
宮

天
照
皇
太
神

春
日
大
明
神

右
ハ
長
崎
諏
方
之
神
主
青
木
若
狭
守
奉
願
、
今
日
被
染
御
筆
被
下
候

長
崎
諏
方
大
明
神
之
神
主
青
木
若
狭
守
、
宗
源
教
十
八
神
道
御
引
渡
祝
部
勝
□
参
勤
候

長
崎
諏
方
之
神
主
青
木
若
狭
六
十
四
神
之
神
号
奉
願
、
石
見
守
ニ
被
仰
付
書
之
今
日
以
載
記

長
崎
諏
方
之
神
主
青
木
若
狭
守
、
武
衛
君
御
対
面

位
記
宣
旨　

口
宣
案
等
御
渡
被
遊             

長
崎
住
人
若
杉
喜
三
太
御
対
面
、
御
門
下
也

肥
前
國
長
崎
諏
方
大
明
神
之
神
主
藤
原
永
春

　

元
禄
十
五
年
八
月
三
日

　

叙
正
六
位
下
任
若
狭
守

肥
前
國
長
崎
諏
方
之
神
主
青
木
若
狭
上
京
、
御
両
名
御
対
面
、
献
上
物
等
廣
間
雑
記
有
之
也

塩
鯛
壱
折
ニ
長
崎
諏
方
神
主
青
木
若
狭

　
　

右
為
端
午
之
御
祝
儀
指
上
候
也    

　
　

森
崎
大
権
現

　
　

諏
訪
大
明
神   

一
幅

　
　

住
吉
大
明
神

　

右
御
神
号
御
染
筆
被
遊
被
下
也
、
願
主
片
山
半
三
郎
、
長
崎
之
住
人
申
候
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宝
永
三

宝
永
六

宝
永
七

一
七
〇
六

一
七
〇
九

一
七
一
〇

六
・
一
四

七
・
六

五
・
一
七

六
・
二

一
一
・
六

一
一
・
二
六

一
二
・
一

二
・
二
〇

四
・
一
一

四
・
二
二

五
・
五

閏
八
・
五

閏
八
・
六

閏
八
・
一
一

閏
八
・
一
二

閏
八
・
一
三

宗
源
行
法
御
引
渡
主
殿
被
遊
候
、
祝
部
連
重
参
勤　

長
崎
諏
方
青
木
若
狭

長
崎
諏
方
大
明
神
之
神
主
青
木
若
狭
、
今
日
御
暇
迄
申
上
御
対
面
、
武
衛
君
同
行　

長
崎
諏
方
社
神
主
青
木
若
狭
守
関
東
首
尾
好
相
勤
上
京
、
猶
又
江
戸
丹
羽
遠
江
守
殿
方
書
状
轉
堀
川
式
部
へ
参
候

ニ
付
相
届
申
上
候
也

長
崎
諏
方
大
明
神
々
主
青
木
若
狭
守
、
今
日
下
國
仕
為
御
暇
乞
参
上
刻
御
対
面

生
鯛
一
ツ　
　

今
度
御
構
江
決
候
ニ
付
江
戸
へ
罷
下
、
帰
京
仕
候
、
御
家
之
御
勤
不
行
届
青
木
主
計

は
す
一
ツ　
　

と
ゝ
け
宜
、
難
有
奉
存
て
、
帰
国
仰
付
候

今
日
御
着
袴
御
祝
儀
罷
下
候
、
為
御
礼
参
上
申
候

　
　
　
　
　
　

長
州　

波
多
宮
内
小
□
輔

　
　
　
　
　
　

肥
前
國　

江
副
伊
織

　
　
　
　
　
　

同
国　
　

青
木
主
計

当
地
滞
留
之
社
家
長
州
波
多
野
宮
内
、
備
州
山
本
安
芸
守
、
肥
前
国
江
副
伊
織
、
青
木
主
計
満
願
酒

等
被
下
也

御
禮　
　
　
　

長
州　

波
多
野
宮
内
小
輔

長
崎　

青
木
主
計

神
祇
少
輔

尾
州　

山
口
（
安
芸
守
）

金
子
一
品　

青
木
若
狭
守　
　

毛
氈
弐
枚  

青
木
主
計

関
東
より
上
京
ニ
付
参
来　

長
崎　

青
木
若
狭
守

帰
国
暇
乞　

長
崎 

青
木
若
狭
守

御
禮　

青
木
主
計

御
対
面　

青
木
主
計

御
対
面　

青
木
主
計

窺
御
機
嫌
來
御
対
面　

青
木
主
計

御
対
面　

青
木
主
計

樽
二
ツ　

青
木
主
計

− −11



近
永
安
は
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
（『
年
譜
輯
要

録
』）、
四
十
二
歳
で
の
宮
司
就
任
で
あ
っ
た
。

四
代
目
宮
司
に
関
わ
る
記
録
が
、『
年
譜
輯
要
録
』
の
元
禄
十
五
年

（
一
七
〇
二
）
六
月
二
十
二
日
、
及
び
八
月
に
、
次
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

六
月
廿
二
日
、
若
狭
守
永
春
江
向
後
新
ニ
諏
訪
社
一
社
一
人
之
神
主
職

為
上
意
蒙
仰
候
、
但
立
山
御
役
所
ニ
テ
被
仰
渡
候

八
月
、
若
狭
守
永
春
上
京
、
従
五
位
下
権
神
主
ニ
任
ス

後
に
詳
述
す
る
が
、
第
三
代
目
宮
司
の
青
木
右
近
は
、
元
禄
十
五
年

（
一
七
〇
二
）
三
月
二
十
五
日
に
五
島
列
島
へ
の
遠
島
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。
こ

れ
に
伴
っ
て
早
急
に
次
の
宮
司
を
決
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
措
置
と
し
て

取
ら
れ
た
の
が
前
記
の
六
月
・
八
月
の
記
録
で
あ
ろ
う
。

同
年
六
月
二
十
二
日
に
長
崎
立
山
の
長
崎
奉
行
所
に
お
い
て
、
若
狭
守
永
春

に
諏
訪
社
宮
司
職
へ
の
任
命
が
下
達
さ
れ
た
。
不
祥
事
後
の
任
命
で
あ
っ
た
た

め
か
、
若
狭
守
は
長
崎
奉
行
所
に
呼
び
出
さ
れ
て
の
任
命
で
あ
っ
た
。
八
月
に

は
上
京
し
吉
田
家
よ
り
従
五
位
下
の
位
階
を
賜
っ
て
い
る
。

こ
の
四
代
目
の
若
狭
守
永
春
は
、
先
代
の
青
木
右
近
の
息
子
で
は
な
い
。
右

近
に
は
修
理
と
采
女
と
の
二
人
の
息
子
が
い
た
が
、
父
親
の
処
罰
よ
っ
て
所
払

い
と
な
り
、諏
訪
社
の
宮
司
に
は
な
り
得
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
初
代
宮
司
・

青
木
賢
清
の
息
子
・
青
木
永
清
の
三
男
で
あ
っ
た
永
春
に
そ
の
職
が
廻
っ
て
き

た
。永
春
は
万
治
二
年（
一
六
五
九
）の
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら（『
年
譜
輯
要
録
』）、

宮
司
就
任
当
時
は
四
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に

六
十
九
歳
で
隠
居
し
、
息
子
の
青
木
兵
部
少
輔
永
常
に
宮
司
職
を
譲
っ
て
い

る7

。三
名
の
宮
司
就
任
の
年
を
確
認
し
て
み
た
が
、
改
め
て
宮
内
・
右
近
・
若
狭

守
の
宮
司
就
任
時
期
と
年
齢
等
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

二
代
目　

 

青
木
宮
内
大
輔
永
忠　

寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）　

十
九
歳　

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）　

没　

八
十
八
歳

三
代
目　

 

青
木
右
近
将
監
永
安　

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）　

四
十
二
歳 

元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）　

五
島
へ
流
罪

四
代
目　

 

青
木
若
狭
守
永
春　

元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）　

四
十
四
歳 

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）　

隠
居

こ
こ
で
確
認
し
た
三
代
の
宮
司
就
任
の
時
期
や
隠
居
・
没
年
等
は
、
前
掲
の

表（
１
）『
御
広
間
雑
記
』諏
訪
社
関
係
記
録
中
の
該
当
す
る
時
期
に
挿
入
し
た
。

吉
田
家
詣
で
の
記
録
と
時
の
宮
司
と
の
関
係
が
分
か
る
か
ら
で
あ
る
。『
御
広

間
雑
記
』
の
記
録
と
分
別
で
き
る
よ
う
に
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
記
し
た
。

ま
た
、
こ
の
青
木
氏
三
代
を
主
に
し
た
系
図
を
示
せ
ば
、
次
頁
の
系
図
（
１
）

の
通
り
で
あ
る
。

享
保
一
一

一
七
二
六

閏
八
・
一
五

一
一
・
一
三

御
対
面　

青
木
主
計

青
木
主
計
子
金
八
、
御
祓
為
仕
傳
受
参

諏
訪
社
四
代
目
宮
司
・
青
木
若
狭
守
永
春
隠
居
す
る
（
六
十
九
歳
）
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系
図
（
１
）
長
崎
諏
訪
社
神
主
青
木
家
系
図
（『
諏
訪
社
青
木
氏
系
譜
』
よ
り
作
図
）

（
註
・
□
内
の
人
物
は
歴
代
宮
司
）

（
金
重
院
）

青
木
賢
清

天
正
十
四
年
生
正

初
代
宮
司

宮
内
大
輔
永
忠

慶
応
十
九
年
生

二
代
目
宮
司

宝
重
院
龍
尊

慶
長
十
四
年
生

右
京
進
永
清

元
和
六
年
生

慶
安
元
年
今
年
よ
り

祝
家
始
、
青
木
右
京
進

相
勤
ム
ト
本
家
旧
記
ニ
ア
リ

安
清浄

運
房

慶
安
二
年
生

右
近
将
監
永
安

寛
永
二
十
年
生

三
代
目
宮
司

隼
人
永
貞

金
八 貞

享
二
年
生

別
名
采
女

修
理明

暦
元
年
生

別
名
伊
兵
衛

主
計
頭
永
弘

明
暦
二
年
生

元
禄
九
年
祝
神
主
と
な
る

永
親元

禄
九
年
生

兵
部
少
輔
永
常

元
禄
八
年
生

五
代
目
宮
司

右
京
亮
永
央

元
禄
十
一
年
生

雅
楽
永
矩

享
保
十
年
生

若
狭
守
永
春

万
治
二
年
生

四
代
目
宮
司
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五
、
諏
訪
社
神
主
の
吉
田
家
詣
で
の
実
態

第
三
項
目
で
示
し
た
表
（
１
）『
御
広
間
雑
記
』
の
諏
訪
社
関
係
記
録
を
基

に
し
て
、
諏
訪
社
宮
司
三
代
に
亘
る
吉
田
家
詣
で
を
各
宮
司
の
時
代
毎
に
見
て

い
き
た
い
。（

一
）
二
代
目
・
青
木
宮
内
大
輔
永
忠

二
代
目
・
青
木
宮
内
の
吉
田
家
詣
で
が
最
初
に
記
さ
れ
る
の
は
、
明
暦
四
年

（
一
六
五
八
）
四
月
九
日
で
あ
る
。

寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
十
九
歳
の
若
さ
で
宮
司
職
に
就
い
て
い
た
青
木

宮
内
は
、
そ
れ
か
ら
二
十
六
年
が
経
過
し
四
十
五
歳
に
な
っ
て
い
た
。
四
月
九

日
に
宮
内
は
弟
の
傳
四
郎
、
次
男
の
猪
兵
衛
を
伴
い
吉
田
家
に
御
礼
の
為
に
出

向
い
て
い
る
。
宮
内
に
は
六
歳
違
い
の
弟
・
傳
四
郎
が
あ
り
、
右
京
之
進
と
も

い
っ
た
。
そ
の
弟
と
息
子
の
三
人
連
れ
添
っ
て
の
吉
田
家
詣
で
で
あ
っ
た
。『
御

広
間
雑
記
』
で
は
息
子
名
が
「
猪
兵
衛
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
正
式
に
は
「
伊

兵
衛
」
で
あ
る
（『
諏
訪
社
青
木
氏
系
譜
』）。

時
の
吉
田
家
当
主
、
即
ち
吉
田
神
社
祀
官
は
吉
田
兼
連
（
幼
名
）
で
あ
っ
た

が
、
父
親
の
吉
田
兼
起
が
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
に
亡
く
な
っ
た
時
に
は
未

だ
五
歳
で
あ
り
、
こ
の
歳
で
吉
田
家
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
成
人
後
は
吉
田

兼
起
と
名
乗
っ
て
い
る
。

三
人
揃
っ
て
の
吉
田
家
詣
で
に
持
参
し
た
土
産
は
、
唐
木
綿
一
疋
、
長
崎
足

袋
五
足
、
竜
眼
肉
二
斤
、
唐
蒲
萄
漬
曲
物
一
つ
、
虫
眼
鏡
一
つ
と
記
さ
れ
る
。

長
崎
足
袋
と
は
畦
足
袋
の
こ
と
で
あ
る
。そ
れ
ま
で
革
足
袋
が
多
か
っ
た
中
で
、

長
崎
で
作
ら
れ
た
木
綿
の
足
袋
で
あ
る
。
西
川
如
見
の『
長
崎
夜
話
草8

』に「
長

崎
土
産
物
」
と
し
て
「
畦
足
袋
」
が
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

昔
は
諸
國
に
な
し
。
あ
り
と
い
へ
ど
も
長
崎
に
は
勝
ら
ず
。
上
方
諸
國
よ

り
買
者
甚
多
か
り
し
。
近
年
は
む
か
し
の
如
く
買
人
多
か
ら
ず
。

長
崎
の
足
袋
は
品
質
が
良
く
、
上
方
衆
に
も
人
気
の
品
で
あ
っ
た
。
竜
眼
肉

は
滋
養
強
壮
の
漢
方
薬
、
唐
蒲
萄
漬
は
蒲
萄
汁
に
漬
け
た
漬
物
と
思
わ
れ
、
曲

物
に
入
っ
た
唐
仕
立
て
の
品
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
「
長
崎
土
産
」
の
虫
眼
鏡

が
添
え
ら
れ
た
。
西
川
如
見
は
こ
の
眼
鏡
細
工
に
つ
い
て
も
、
長
崎
な
ら
で
は

の
品
と
記
す
（『
長
崎
夜
話
草
』）。

長
崎
住
人
濱
田
彌
兵
衛
と
い
ふ
も
の
、
壮
年
の
頃
蠻
國
へ
渡
り
、
眼
鏡
造

り
様
を
習
ひ
傳
へ
來
り
て
、
生
島
藤
七
と
い
ふ
者
に
教
へ
て
造
ら
し
め
た

る
よ
り
今
に
そ
の
傳
な
り
。

吉
田
家
詣
で
に
際
し
て
こ
の
よ
う
な
四
品
の
奉
納
は
、
外
に
あ
ま
り
見
ら
れ

ず
破
格
で
あ
る
。

こ
れ
と
は
別
に
永
春
院
様
へ
の
品
と
し
て
、
木
菴
の
墨
跡
、
白
砂
糖
、
長
崎

た
ば
こ
が
贈
ら
れ
た
。
そ
の
永
春
院
と
は
、
吉
田
家
の
幼
い
当
主
吉
田
兼
連
の

母
親
で
あ
る9

。
当
主
が
幼
か
っ
た
為
に
母
の
永
春
院
が
吉
田
家
を
切
り
盛
り
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
青
木
宮
内
は
そ
こ
に
も
粗
相
無
く
長
崎
土
産
を
準
備
し

て
い
る
。
土
産
の
一
つ
に
木
菴
墨
跡
が
あ
る
。
木
菴
は
中
国
黄
檗
宗
の
僧
侶
で

あ
る
が
、
隠
元
の
来
日
に
伴
い
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
に
長
崎
に
来
日
し
て

い
た
。
黄
檗
僧
と
し
て
ま
た
能
書
家
と
し
て
も
著
名
で
あ
り
、
来
日
し
た
ば
か

り
の
そ
の
木
菴
の
墨
跡
、
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
に
よ
っ
て
長
崎
に
荷
揚
げ
さ

れ
た
砂
糖
、
煙
草
栽
培
の
発
祥
の
地
は
長
崎
の
桜
馬
場
と
言
わ
れ
、
そ
れ
に
由

来
す
る
長
崎
煙
草10

と
、
オ
ラ
ン
ダ
・
中
国
に
開
か
れ
た
長
崎
ら
し
い
品
々
で
あ

る
。こ

の
吉
田
家
詣
で
は
青
木
氏
か
ら
の
御
礼
で
あ
っ
た
と
記
す
が
、
何
の
御
礼

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
年
譜
輯
要
録
』
の
万
治
元
年
（
明
暦
四
年
七
月
二
十
三
日
に
万
治
と
改
元
）
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の
項
に
は
、

青
木
右
近
上
京
、
五
月
四
日
裁
許
状
被
下
、
其
頃
ハ
諏
訪
三
所
之
祀
官
ト

ア
ル

神
主
宮
内
永
忠
正
六
下
、
宮
内
大
輔
免
許

永
忠
嫡
子
永
安
上
京
、
仕
吉
田
兼
連
卿
ヘ
奉
願
三
社
御
箱
、
七
月
吉
田
殿

ヨ
リ
御
安
位
ア
リ

と
吉
田
家
に
関
わ
る
記
事
が
三
項
目
に
亘
り
記
さ
れ
て
い
る
。

先
ず
青
木
宮
内
の
長
男
・
右
近
が
五
月
四
日
に
神
道
裁
許
状
を
受
け
た
事
が

分
か
る
。
こ
の
裁
許
状
は
吉
田
家
に
入
門
し
た
者
が
、
数
十
日
間
の
吉
田
神
道

の
伝
授
を
受
け
た
後
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
、
い
わ
ば
修
了
証
に
当
た
る
。
と

す
れ
ば
青
木
右
近
は
五
月
四
日
に
先
立
つ
数
十
日
前
か
ら
吉
田
家
に
入
り
伝
授

を
受
け
た
筈
で
あ
る
。
こ
う
い
う
経
緯
か
ら
す
る
と
、
四
月
九
日
に
青
木
宮
内

外
三
名
が
揃
っ
て
吉
田
家
を
訪
ね
た
の
は
、
青
木
右
近
の
神
道
伝
授
入
門
に
際

し
て
の
挨
拶
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
右
近
は
こ
の
年
、
十
六
歳
で
あ
っ
た
。

そ
う
で
あ
れ
ば
持
参
し
た
土
産
が
、
唐
木
綿
・
長
崎
足
袋
・
竜
眼
肉
・
唐
蒲

萄
漬
・
虫
眼
鏡
、
永
春
院
に
は
別
に
木
菴
墨
跡
・
白
砂
糖
・
長
崎
煙
草
と
、
長

崎
尽
く
し
の
精
一
杯
の
品
々
で
あ
っ
た
事
に
納
得
が
い
く
。

明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
の
青
木
氏
の
吉
田
家
詣
で
は
、
こ
の
後
も
六
月
・

十
月
・
閏
十
二
月
と
続
い
て
い
る
。『
年
譜
輯
要
録
』
で
は
、
こ
の
年
に
二
代

目
宮
司
の
宮
内
が
、
正
六
位
下
の
位
階
と
宮
内
大
輔
の
官
途
名
が
授
け
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
子
息
の
青
木
右
近
は
吉
田
家
に
諏
訪
・
森
崎
・
住
吉
三
神
の
神
号

を
お
願
い
し
、
七
月
に
は
願
い
が
叶
い
神
号
揮
毫
が
箱
に
収
め
ら
れ
て
渡
さ
れ

た
。こ

う
い
っ
た
一
連
の
請
願
が
叶
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
十
月
二
十
四
日
に
は

青
木
宮
内
は
重
ね
て
上
京
し
、
花
毛
氈
一
枚
を
土
産
と
し
て
贈
り
、
御
臺
内
、

即
ち
永
春
院
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
別
に
お
土
産
を
献
上
し
て
い
る
。
花
毛

氈
も
「
長
崎
土
産
」
の
一
つ
で
、『
長
崎
夜
話
草
』
に
「
モ
ウ
ル
人
傳
來
也
。

大
小
色
々
」
と
そ
の
由
来
を
記
す
。

こ
の
年
も
押
し
迫
っ
た
閏
十
二
月
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
、
青
木
宮
内

は
三
度
、
吉
田
家
に
出
入
り
し
て
い
る
。
吉
田
神
道
が
伝
授
す
る
三
檀
行
事
の

中
に
神
道
護
摩
行
事
が
あ
っ
た
。
そ
の
伝
授
を
閏
十
二
月
十
六
日
に
請
願
す
る

が
、
二
日
後
の
十
二
月
十
八
日
に
護
摩
伝
授
が
叶
い
、
御
礼
と
し
て
銀
子
十
枚

を
献
上
し
、
歳
も
押
し
迫
っ
た
閏
十
二
月
二
十
八
日
に
帰
国
の
挨
拶
に
出
向
い

て
い
る
。『
年
譜
輯
要
録
』
に
も
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
の
項
に
、

宮
内
大
輔
（
中
略
）
閏
十
二
月
、
火
祭
及
ヒ
清
祓
傳
受
ス

と
記
さ
れ
、
こ
こ
で
は
護
摩
の
事
を
「
火
祭
」
と
言
っ
て
い
る
。
時
期
も
閏

十
二
月
と
両
記
録
が
一
致
す
る
。

翌
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
八
月
十
四
日
に
は
、
京
滞
在
か
ら
帰
国
の
途
に

就
く
た
め
お
暇
乞
の
挨
拶
に
出
向
く
。

五
年
間
程
、
吉
田
家
詣
で
の
記
録
は
途
絶
え
る
が
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）

に
入
る
と
子
息
の
青
木
右
近
が
三
月
十
八
日
か
ら
京
入
り
し
て
、
六
月
ま
で
頻

繁
に
吉
田
家
に
出
入
り
し
て
い
る
。
京
入
り
早
々
の
三
月
十
九
日
に
は
、
石
摺

り
長
崎
絵
、
絵
筵む

し
ろ

、11

鼈
甲
の
櫛
、
南
京
塗
り
香
合
等
の
土
産
を
携
え
て
の
吉

田
家
詣
で
あ
っ
た
。

こ
の
度
の
吉
田
家
詣
で
の
意
図
は
四
月
二
十
八
日
の
記
事
に
よ
っ
て
、
青
木

右
近
へ
の
位
階
叙
位
の
請
願
で
あ
っ
た
事
が
分
か
る
。
五
月
八
日
に
は
吉
田
家

の
当
主
・
吉
田
兼
連
が
未
だ
幼
年
で
あ
っ
た
為
、
同
家
の
後
見
人
を
務
め
た
烏

丸
大
納
言
資
慶
か
ら
も
、「
右
御
相
傳
被
成
苦
有
間
敷
小
弟
」
と
相
傳
に
異
存

は
な
い
旨
が
書
面
で
伝
え
ら
れ
た
。
五
月
十
日
に
は
青
木
右
近
に
位
階
が
下
さ

れ
、
六
日
後
の
五
月
十
六
日
に
は
御
礼
の
為
に
吉
田
家
に
参
行
し
て
い
る
。
青

木
右
近
は
二
十
二
歳
に
な
っ
て
い
た
。

青
木
右
近
の
叙
位
に
つ
い
て
『
年
譜
輯
要
録
』
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
の
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項
に
、
次
の
よ
う
な
同
様
の
記
録
が
あ
る
。

（
寛
文
）
四
甲
辰　

閏
五
小　

神
主
永
忠
宗
源
行
事
傳
受
、
永
安
十
八
神

道
傳
授
、
且
正
六
下
右
近
将
監
免
許
ア
リ
、
永
安
當
御
神
事
ヨ
リ
手
輿

ニ
ノ
ル

前
述
の
よ
う
に
吉
田
神
道
行
事
は
十
八
神
道
行
事（
初
重
伝
）、宗
源
行
事（
二

重
伝
）、
神
道
護
摩
行
事
（
三
重
伝
）
の
三
檀
行
事
か
ら
成
る
が
、
こ
の
寛
文

四
年
（
一
六
六
四
）
に
青
木
宮
内
永
忠
は
宗
源
行
事
を
、
長
男
の
右
近
永
安
は

十
八
神
道
行
事
を
そ
れ
ぞ
れ
傳
受
し
て
い
る
。
更
に
右
近
は
正
六
位
下
の
位
階

と
「
右
近
将
監
」
の
官
途
名
を
賜
っ
た
。
こ
の
『
年
譜
輯
要
録
』
の
記
録
に
よ
っ

て
、
青
木
宮
内
親
子
が
当
年
の
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
吉
田
家
に
頻
繁
に
出

入
り
し
た
事
情
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
改
め
て
右
近
が
賜
っ
た
位
階
は
正
六
位

下
で
あ
っ
た
。
父
親
宮
内
と
同
じ
位
階
で
あ
る
。

先
に
引
用
し
た
『
年
譜
輯
要
録
』
の
末
尾
に
「
永
安
當
御
神
事
ヨ
リ
手
輿
ニ

ノ
ル
」
と
気
に
掛
か
る
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
記
録
は
、
明
暦
四
年

（
一
六
五
九
）
に
青
木
宮
内
永
忠
が
位
階
と
官
途
名
を
吉
田
家
よ
り
賜
っ
た
際

に
も
、「
當
年
ヨ
リ
永
忠
手
輿
ニ
テ
供
奉
」と
見
え
て
い
る
。
双
方
の
記
録
に「
手

輿
」
と
あ
り
、
ま
た
「
御
神
事
」「
供
奉
」
と
い
う
用
語
を
伴
う
事
か
ら
、
諏

訪
社
祭
礼
（
く
ん
ち
）
に
宮
司
・
神
主
が
手
輿
に
乗
っ
て
神
輿
の
行
列
に
供
奉

す
る
事
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
手
輿
と
は
長
柄
（
棒
）
を
腰
の
辺
り

に
持
ち
添
え
る
輿
の
事
で
あ
る
。
諏
訪
社
神
主
で
も
位
階
と
官
途
名
を
保
有
す

る
よ
う
に
な
る
と
、
十
月
の
諏
訪
社
祭
礼
行
列
に
は
手
輿
に
乗
っ
て
供
奉
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
三
月
五
日
に
は
、
青
木
宮
内
・
右
近
の
親
子
は
京

都
に
居
た
。
江
戸
へ
参
府
し
て
幕
府
よ
り
諏
訪
社
境
内
地
の
御
朱
印
を
得
る
為

に
、
一
時
京
都
に
滞
在
し
て
い
た
。
そ
の
折
に
も
吉
田
家
へ
の
土
産
は
忘
れ
て

い
な
い
。
花
毛
氈
三
枚
、
白
砂
糖
五
付

（
マ
マ
）、

右
近
の
弟
か
ら
土
産
と
し
て
畦
足
袋

二
足
を
贈
っ
て
い
る
。
た
だ
「
乍
次
手
」
と
し
て
い
る
の
で
、
誰
か
他
人
を
介

し
て
吉
田
家
へ
届
け
て
い
る
。

こ
こ
で
も
長
崎
土
産
の
畦
足
袋
が
贈
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
畦
刺
し
に

縫
っ
た
足
袋
の
事
、
即
ち
布
を
二
枚
重
ね
に
し
て
綿
を
薄
く
入
れ
、
糸
を
浮
か

し
て
畝
の
よ
う
に
幾
筋
も
刺
し
縫
っ
た
足
袋
で
あ
る
。

『
年
譜
輯
要
録
』
に
も
こ
の
江
戸
参
府
の
事
が
、
確
か
に
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
る
。（

寛
文
）
十
庚
戌　

但
御
朱
印
被
下
置
候
為
御
礼
参
府
仕
、
四
月
廿
八
日

神
主
青
木
宮
内
大
輔
、
同
倅
青
木
右
近
将
監
父
子
共
ニ
御
目
見
相
勤
申

候

こ
の
記
事
か
ら
江
戸
で
の
御
朱
印
伝
達
は
四
月
二
十
八
日
で
あ
っ
た
事
が
分

か
る
。
青
木
父
子
は
そ
の
前
の
月
か
ら
京
都
に
出
向
い
て
い
た
。
京
都
か
ら
江

戸
に
向
か
い
四
月
二
十
八
日
に
は
諏
訪
社
境
内
地
御
朱
印
状
を
賜
り
、
再
び
京

都
に
戻
っ
て
い
た
。
五
月
二
十
八
日
に
は
、
こ
の
事
が
首
尾
良
く
進
ん
だ
事
へ

の
御
礼
と
し
て
、
吉
田
家
へ
「
銅
百
疋
」
を
上
納
し
て
い
る
。
銅
は
銭
を
意
味

し
銭
十
枚
（
十
文
）
で
一
疋
で
あ
る
か
ら
、銅
百
疋
は
銭
千
文
＝
一
貫
で
あ
る
。

金
一
分
に
当
た
る
。

寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
八
月
二
十
八
日
に
は
諏
訪
社
の
社
家
青
木
右
近

が
、
火
事
見
廻
の
為
と
し
て
竜
眼
肉
曲
物
一
つ
を
吉
田
家
に
贈
る
と
見
え
て
い

る
。「
火
事
見
舞
」
で
は
な
く
「
火
事
見
廻
」
と
記
さ
れ
る
。
実
は
こ
の
年
の

四
月
八
日
に
は
京
都
吉
田
で
火
災
が
発
生
し
、
民
家
百
件
が
焼
失
す
る
と
い
う

大
惨
事
が
起
こ
っ
て
い
た12

。
恐
ら
く
そ
の
火
災
の
後
処
理
の
事
を「
火
事
見
廻
」

と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
吉
田
神
社
近
く
で
の
火
災
で
あ
っ
た
為
に
、
火
事
見

廻
の
労
い
の
品
と
し
て
竜
眼
肉
を
贈
っ
た
の
で
あ
る
。
諏
訪
社
社
家
と
し
て
の

細
や
か
な
配
慮
が
見
て
取
れ
よ
う
。

二
代
目
宮
司
・
青
木
宮
内
永
忠
の
時
代
の
吉
田
家
詣
で
は
、
こ
の
寛
文
十
一
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年
（
一
六
七
一
）
の
記
録
を
以
て
終
わ
る
。
そ
れ
か
ら
十
二
年
後
の
天
和
三
年

（
一
六
八
三
）
八
月
に
は
、
青
木
宮
内
は
宮
司
職
を
引
退
し
隠
居
す
る
。
七
十

歳
で
あ
っ
た
。

（
二
） 
三
代
目
・
青
木
右
近
将
監
永
安

二
代
目
宮
司
・
青
木
宮
内
の
隠
居
に
伴
い
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
六
月

に
三
代
目
宮
司
に
就
任
し
た
の
は
、
先
代
青
木
宮
内
の
長
男
・
青
木
右
近
将
監

永
安
で
あ
っ
た
。
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
四
十
二

歳
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
人
物
は
前
述
の
通
り
宮
司
就
任
以
前
か
ら
、
先
代
の
青
木
宮
内
と
共
に

吉
田
家
詣
で
を
度
々
行
っ
て
い
た
。
改
め
て
整
理
す
る
と
、
万
治
元
年

（
一
六
五
九
）
五
月
四
日
に
十
六
歳
に
し
て
、
吉
田
家
神
道
行
事
を
終
了
し
そ

の
修
了
証
と
も
言
え
る
神
道
裁
許
状
を
受
け
て
い
た
。
寛
文
四
年（
一
六
六
四
）

五
月
十
日
に
は
正
六
位
下
の
位
階
に
叙
さ
れ
、「
右
近
将
監
」
の
官
途
名
が
許

さ
れ
て
い
る
。
と
同
時
に
十
八
神
道
行
事
の
伝
授
を
受
け
た
。
寛
文
十
年

（
一
六
七
〇
）
に
は
幕
府
よ
り
諏
訪
社
境
内
地
の
朱
印
状
を
得
る
べ
く
江
戸
参

府
の
途
中
、京
都
に
逗
留
し
吉
田
家
に
右
近
名
義
で
白
砂
糖
五
包
を
献
上
し
た
。

江
戸
で
の
御
朱
印
拝
受
は
首
尾
良
く
進
み
、
帰
路
も
京
都
に
留
ま
り
、
父
宮
内

と
の
連
名
で
御
祝
儀
と
し
て
銭
一
貫
（
金
一
分
）
を
贈
っ
て
い
る
。
翌
十
一
年

に
は
、
吉
田
神
社
付
近
で
起
こ
っ
た
大
火
災
の
後
始
末
を
労
う
意
図
か
ら
、
吉

田
家
へ
唐
物
の
竜
眼
肉
を
届
け
る
程
の
配
慮
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

こ
う
見
て
い
く
と
三
代
目
宮
司
と
な
っ
た
青
木
右
近
は
、
十
六
歳
の
時
か
ら

吉
田
家
と
は
深
い
縁
を
も
ち
、
度
々
吉
田
家
詣
で
を
行
っ
て
き
た
人
物
で
あ
っ

た
。宮

司
に
就
任
し
て
七
年
後
の
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
四
月
二
十
四
日
に

は
、
右
近
十
六
歳
の
頃
か
ら
陰
と
な
り
日
向
と
な
り
右
近
を
育
て
て
き
た
父
・

青
木
宮
内
が
八
十
八
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
隠
居
か
ら
十
八
年
後
の
事
で

あ
っ
た
。

そ
の
翌
年
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
四
月
十
八
日
の
『
御
広
間
雑
記
』

の
記
事
は
、
驚
く
べ
き
内
容
を
伝
え
て
い
る
。
青
木
右
近
が
遠
島
、
即
ち
流
罪

に
処
せ
ら
れ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
加
え
て
右
近
の
弟
で
あ
る
青
木
修
理
も
江

戸
・
京
都
・
大
坂
か
ら
の
追
放
、
長
崎
十
里
四
方
へ
の
追
放
、
ま
た
息
子
の
青

木
隼
人
も
江
戸
・
京
都
か
ら
の
追
放
、
長
崎
十
里
四
方
へ
の
追
放
と
、
そ
の
処

罰
は
一
族
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
更
に
吉
田
家
の
表
向
き
の
役
人
で
あ
る
大
角

外
記
も
、
青
木
右
近
と
一
味
を
な
し
た
と
の
罪
状
で
閉
門
に
処
せ
ら
れ
た
。

こ
こ
に
至
る
迄
の
経
緯
は
、『
御
広
間
雑
記
』
に
収
録
さ
れ
る
種
々
の
往
復

文
書
に
よ
っ
て
判
明
す
る
が
、
こ
の
事
件
の
顛
末
を
記
す
の
は
、
地
元
長
崎
奉

行
所
の
記
録
『
犯
科
帳
』
で
あ
る
。
そ
の
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
の
条
に

は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る13

。
原
文
に
は
句
読
点
は
な
い
が
、
文
意
が
理
解

し
易
い
よ
う
に
読
点
を
付
け
て
示
す
。

長
崎
諏
訪
神
主　

生
所　

長
崎

一　

青
木
右
近　

午
歳
六
拾　
　
　
　
　
　
　

午
三
月
廿
二
日
入
籠

此
者
先
年
一
家
之
者
と
及
諍
論
候
節
、
神
道
伝
授
切
紙
免
状
等
従
吉

田
家
被
取
放
之
、
其
以
後
白
川
家
門
弟
ニ
罷
成
候
之
由
ニ
而
称
古
法
神

道
致
執
行
、
吉
田
家
よ
り
被
相
伝
候
檀
場
神
器
幣
帛
等
悉
取
捨
申
候

旨
、
依
之
去
秋
吉
田
家
よ
り
被
申
越
候
は
、
神
道
伝
授
之
儀
は
限
吉

田
家
他
家
に
無
之
候
間
被
相
糺
度
之
旨
、
且
亦
諏
訪
神
躰
差
返
候
様

ニ
申
来
候
付
、
其
砌
遂
吟
味
右
近
申
口
之
趣
吉
田
江
申
遣
候
処
、
右

近
執
行
候
儀
皆
以
新
法
之
作
意
之
旨
申
来
候
、
并
白
川
家
門
弟
之
致

約
諾
候
得
共
、
其
砌
右
近
脇
中
故
直
伝
不
罷
成
、
祇
園
社
人
臼
井
竹

丞
同
左
忠
よ
り
神
道
伝
授
之
由
申
候
得
共
、
皆
以
偽
之
旨
白
川
家
よ

り
書
付
被
差
出
之
、
竹
丞
左
忠
よ
り
も
証
文
差
出
之
候
、
然
上
は
自
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見
作
意
之
新
法
致
執
行
其
上
偽
を
申
依
為
不
届
、
相
伺
之
御
下
知
之

午
三
月
廿
五
日
五
嶋
江
流
刑
申
付
之

長
崎
奉
行
所
が
書
き
記
し
た
青
木
宮
内
一
件
の
顛
末
は
、
次
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
。

青
木
右
近
と
青
木
一
族
と
の
間
に
争
論
が
発
生
し
た
事
を
機
に
、
吉
田
家
よ

り
右
近
に
発
給
さ
れ
て
い
た
神
道
傳
受
等
の
許
状
は
取
り
消
さ
れ
た
。そ
の
後
、

右
近
は
白
川
家
の
門
弟
に
な
っ
た
と
言
い
、
古
法
神
道
と
称
し
て
祭
儀
を
執
行

し
、
吉
田
家
よ
り
相
伝
し
た
壇
場
（
祭
壇
）、
神
器
、
幣
帛
な
ど
悉
く
取
り
捨

て
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
事
態
を
知
っ
た
吉
田
家
は
、
神
道
伝
授
は
吉
田
家
に
限
ら
れ
た
事
で
あ

り
、
青
木
右
近
は
白
川
家
よ
り
古
法
神
道
を
授
か
っ
た
と
言
う
が
、
他
家
に
は

そ
の
よ
う
な
権
限
は
無
い
。
吉
田
家
は
長
崎
奉
行
に
対
し
て
こ
の
点
を
今
一
度

問
い
糺
す
よ
う
求
め
て
い
る
。

ま
た
吉
田
家
か
ら
授
か
っ
た
諏
訪
社
御
神
躰
も
返
却
す
る
と
、
右
近
は
言
っ

て
き
た
の
で
そ
の
訳
を
尋
ね
る
と
、
新
た
な
神
道
行
事
を
作
る
意
志
が
あ
る
か

ら
だ
と
返
答
し
て
き
た
。
ま
た
右
近
が
言
う
に
は
白
川
家
の
門
弟
に
な
る
約
諾

を
望
ん
だ
が
、
同
家
と
は
未
だ
脇
役
程
度
の
縁
で
実
現
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
こ
で
祇
園
社
の
臼
井
竹
丞
と
臼
井
左
忠
を
介
し
て
白
川
家
に
神
道
伝
授
を
願

い
出
た
と
言
う
が
、
こ
れ
は
総
て
偽
り
で
あ
る
。
こ
の
事
は
白
川
家
、
臼
井
竹

丞
、
同
左
忠
よ
り
差
し
出
さ
れ
た
証
文
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
る
上
は
自
作
の
勝
手
な
神
道
行
事
を
執
行
し
、
そ
の
上
に
偽
り
を
申
す

等
な
ど
不
届
き
千
万
で
あ
り
、
幕
府
へ
窺
い
下
知
さ
れ
た
の
は
、
三
月
二
十
五

日
付
で
五
嶋
へ
の
流
刑
が
申
し
付
け
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
青
木
右
近
の
所
業
は
、『
御
広
間
雑
記
』
や
長
崎
奉
行
所
の
『
犯

科
帳
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
右
近
本
人
の
「
口
上
覚
」
が
一
点
の
み
存
在

し
、
右
近
自
身
の
胸
中
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。『
御
広
間
雑
記
』

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
九
月
十
九
日
条
に
収
録
さ
れ
、
吉
田
家
表
役
の
鈴

鹿
筑
後
守
に
宛
て
た
口
上
で
あ
る
。

口
上
覚

一
、
元
和
九
年
癸
亥
、
御
奉
行
長
谷
川
権
六
殿
代
、
私
祖
父
金
重
院
当
社

開
基
仕
、
翌
寛
永
元
年
甲
子
勧
請
御
神
躰
封
込
奉
為
御
鎮
座
候

一
、
右
之
神
躰
勧
請
以
後
卅
四
年
過
、
万
治
元
年
戊
戌
、
御
奉
行
黒
川
与

兵
衛
殿
、
甲
斐
庄
喜
右
衛
門
殿
比
代
ニ
許
被
申
吉
田
殿
より
御
神
躰
之

御
箱
申
請
、
最
初
より
勧
請
之
霊
験
正
中
為
御
神
躰
と
一
所
ニ
崇
メ
置

候
、
然
處
従
吉
田
殿
御
相
談
之
神
躰
御
箱
、
今
度
差
返
之
旨
御
申
越

之
由
、
御
意
幅
趣
奉
畏
候
、
守
而
持
参
可
仕
候

一
、
白
川
殿
門
弟
之
願
内
證
申
込
置
、
祇
園
社
人
臼
井
左
中

（
マ
マ
）と

申
白
川
殿　

門
弟
を
頼
、
白
川
殿
御
父
子
目
見
仕
候
、
然
共
私
服
中
故
表
向
より
今

度
門
弟
神
道
相
伝
無
之
候
、
重
而
服
晴
罷
上
候
節
、
可
被
遊
御
相
伝

之
由
、
白
川
殿
雑
掌
石
川
平
太
夫
被
申
渡
候
、
以
上

元
禄
十
四
年
巳
九
月　
　
　
　
　
　

諏
訪
社
神
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
右
近　

印

一
項
目
で
は
諏
訪
社
鎮
座
の
経
緯
を
述
べ
、
殊
に
我
が
祖
父
が
当
社
の
開
基

と
記
す
の
は
、
自
信
の
誇
り
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
二
項
目
で
は
吉
田
家
よ
り
御

神
躰
を
拝
領
し
、
鎮
座
当
時
か
ら
の
諏
訪
社
御
神
躰
と
同
殿
に
奉
案
し
崇
め
て

き
た
。
し
か
し
吉
田
家
よ
り
御
神
躰
返
却
の
要
請
を
受
け
て
、
畏
ん
で
持
参
し

吉
田
家
へ
戻
し
た
と
い
う
。
三
項
目
で
は
白
川
家
門
弟
を
望
む
旨
を
述
べ
、
丁

度
、
右
近
が
服
喪
中
で
あ
っ
た
た
め
に
、
神
道
相
伝
を
受
け
て
門
弟
と
な
る
事

は
叶
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
喪
が
晴
れ
た
ら
相
伝
の
手
筈
を
行
う
と
の
旨
が
、

白
川
家
雑
掌
の
石
川
平
太
夫
か
ら
知
ら
せ
が
あ
っ
た
と
、口
上
を
結
ん
で
い
る
。

吉
田
家
は
地
方
の
神
社
に
御
神
躰
を
授
け
る
事
を
よ
く
行
っ
て
い
る
。
諏
訪

社
も
そ
の
一
社
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
ど
う
い
う
か
た
ち
で
御
神
躰
を
授
け
た
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の
か
、
そ
れ
が
こ
の
右
近
の
口
上
覚
で
よ
く
分
か
る
。「
吉
田
殿
より
御
神
躰
之

御
箱
申
請
」
と
あ
っ
て
、
御
神
躰
は
箱
、
木
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。

三
項
目
に
亘
る
口
上
覚
の
中
で
、事
実
と
異
な
る
の
は
最
後
の
口
上
で
あ
る
。

青
木
右
近
は
白
川
家
門
弟
の
臼
井
左
中
（
忠
）
を
介
し
て
白
川
家
父
子
と
も
面

会
し
、
神
道
相
伝
を
受
け
門
弟
と
な
る
事
を
頼
ん
だ
と
い
う
。
し
か
し
喪
中
の

為
に
実
現
せ
ず
、
喪
が
明
け
て
か
ら
の
手
筈
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
白
川
家
へ
の
門
弟
依
頼
の
件
は
、『
犯
科
帳
』
に
も
記
す
よ
う
に
、
右

近
が
言
う
仲
介
役
二
人
、
ま
た
白
川
家
か
ら
も
、
そ
の
よ
う
な
史
実
は
無
い
と

の
証
文
が
出
さ
れ
て
い
た
。
右
近
の
全
く
の
虚
言
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
に
海
外
に
開
か
れ
た
港
町
長
崎
、
そ
の
鎮
西
の
鎮
守
社
と
し
て
創

始
さ
れ
、
当
社
祭
礼
・
長
崎
く
ん
ち
が
始
ま
っ
て
六
十
八
年
が
経
過
し
た
元
禄

十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
、諏
訪
社
宮
司
が
吉
田
家
を
離
脱
し
、そ
の
後
に
と
っ

た
行
動
に
も
虚
言
が
あ
っ
た
と
の
理
由
で
、
五
島
列
島
に
流
罪
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。『
御
広
間
雑
記
』
で
は
流
罪
の
場
所
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

こ
の
『
犯
科
帳
』
に
よ
っ
て
流
罪
地
が
五
島
と
判
明
す
る
。
五
島
列
島
の
ど
の

場
所
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
一
件
の
処
罰
は
青
木
右
近
の
み
に
留
ま
ら
ず
、『
御
広
間
雑
記
』
に
も

見
え
て
い
た
よ
う
に
、
右
近
の
息
子
の
青
木
隼
人
、
右
近
の
弟
の
青
木
修
理
に

も
及
ん
だ
。『
犯
科
帳
』
は
こ
の
二
人
の
処
遇
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。右

近
世
悴

一　

青
木
隼
人　
　
　

午
歳
拾
九　
　

午
三
月
廿
二
日
追
放

此
者
父
右
近
不
届
之
仕
方
付
流
刑
申
付
候
、
依
之
隼
人
儀
御
下
知
之

上
京
江
戸
相
構
、
長
崎
十
里
四
方
追
放
申
付
之
、
但
若
輩
者
之
儀
前

後
も
不
存
事
故
令
宥
免
右
之
通
也
、
尤
以
後
於
立
帰
は
可
為
曲
事
之

旨
申
含
之

右
近
弟

一　

青
木
修
理　
　
　

午
四
拾
八　
　
　

午
三
月
廿
二
日
追
放

此
者
兄
右
近
不
届
之
仕
形
異
見
を
も
可
加
之
処
不
及
其
儀
、
同
意
の

仕
方
ニ
付
御
下
知
之
上
江
戸
京
大
坂
相
構
、
長
崎
十
里
四
方
追
放
申

付
之
、
以
後
於
立
帰
は
可
為
曲
事
之
旨
申
含
之

『
犯
科
帳
』
が
記
す
隼
人
（
息
子
）
と
修
理
（
弟
）
へ
の
処
遇
は
、
第
三
項

で
示
し
た
『
御
広
間
雑
記
』
諏
訪
社
関
係
記
録
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
伝
え
て
い

る
。
た
だ
青
木
隼
人
に
つ
い
て
は
、
十
九
歳
と
い
う
若
輩
が
故
に
こ
の
一
件
に

は
関
知
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
、「
宥
免
を
命
じ
」、
即
ち
大
目
に
見
て
京
都
・

江
戸
へ
の
立
ち
入
り
禁
止
、
長
崎
十
里
四
方
へ
の
追
放
と
し
た
。

青
木
修
理
に
つ
い
て
は
手
厳
し
い
。
兄
右
近
の
所
業
に
対
し
て
異
見
を
述
べ

て
諫
め
る
ど
こ
ろ
か
、
同
意
し
た
と
し
て
京
都
・
江
戸
・
大
坂
の
三
箇
所
へ
の

立
ち
入
り
が
禁
じ
ら
れ
、
隼
人
同
様
に
長
崎
十
里
四
方
へ
の
追
放
で
あ
っ
た
。

両
名
と
も
長
崎
へ
の
立
ち
帰
り
は
一
切
許
さ
れ
て
い
な
い
。

三
名
へ
の
処
罰
の
日
は
、
何
れ
も
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）、
青
木
右
近

は
三
月
二
十
二
日
に
入
牢
、三
日
後
の
三
月
二
十
五
日
に
五
島
へ
流
罪
と
な
り
、

隼
人
と
修
理
は
右
近
が
牢
に
繋
が
れ
た
三
月
二
十
二
日
に
追
放
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
『
御
広
間
雑
記
』
で
は
こ
の
一
件
は
同
年
の
四
月
十
八
日
付
で
記
さ

れ
て
い
る
。
長
崎
で
の
処
遇
が
京
の
吉
田
家
に
届
く
ま
で
は
約
一
月
を
要
し
た

の
で
あ
る
。

諏
訪
社
内
部
の
記
録
に
も
こ
の
一
件
の
事
は
記
し
て
い
る
。
度
々
引
用
し
て

き
た
『
年
譜
輯
要
録
』
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
次
の
二
件
の
記
載
が
あ

る
。

（
１
） 
諏
訪
社
神
主
青
木
右
近
、
外
ニ
吉
川
八
平
次
両
人
流
罪　

三
月
二　

十
二
日
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元
禄
十
五
年
也

（
２
） 

元
禄
十
五
壬
午
年
三
月
廿
二
日
、
神
主
右
近
将
監
神
道
伝
授
ノ
儀

ニ
付
、
偽
之
儀
有
之
五
島
江
遠
島
、

祝
担
手

也

青
木
修
理
并
右
近
悴
采
女
京
江
戸
大
坂
堺
御
構
、
長
崎
十

里
四
方
追
放
、
但
右
近
年
卒　

六
十
ナ
リ
、
卒
ト
書
キ
タ
ル
ハ
予

ノ
誤
也　

圓
云　

修
理
年
四
十
八
、
采
女
年
十
八
与

島
原
ヤ
敷
用
達
曽
氏
ノ
記
録
ニ
御
座
候
、
文
政
七
年
申
五
月
十
六
日
永
政

冩
置
者
也

（
１
）
の
記
録
で
は
青
木
右
近
と
共
に
吉
川
八
平
次
と
い
う
人
物
も
流
罪
と

な
っ
た
と
記
す
。
他
の
史
料
に
は
記
録
さ
れ
な
い
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

脇
に
「
𠮷
雄
記
ノ
赴
間
違
」
と
記
さ
れ
、
吉
川
八
平
次
流
罪
は
全
く
の
誤
記
で

あ
る
。

（
２
）
の
記
録
は
『
犯
科
帳
』
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
を
伝
え
る
が
、
悴
の
隼

人
と
弟
の
修
理
と
の
御
構
（
立
入
禁
止
）
の
場
所
が
、
京
・
江
戸
・
大
坂
の
三

箇
所
に
加
え
て
堺
が
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
間
違
い
で
あ
る
。

一
行
目
に
「
祝
担
手

也

青
木
修
理
」
と
あ
る
。「
祝
」
は
「
は
ふ
り
」
と
読

む
が
、神
に
仕
え
る
神
職
を
意
味
し
、特
に
次
位
の
立
場
の
禰
宜
職
を
指
し
た
。

祝
の
下
部
に
割
注
で
「
担
手
也
」
と
記
し
た
の
は
、
宮
司
を
補
佐
す
る
禰
宜
職

は
、
所
謂
「
担
手
」
で
あ
る
か
ら
こ
う
表
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
諏
訪
社

で
は
「
祝
」
を
「
ほ
ふ
り
」
と
発
音
し
て
き
た14

。

先
の
『
年
譜
輯
要
録
』
で
は
右
近
の
悴
名
を
采
女
と
記
す
が
、『
犯
科
帳
』

で
は
隼
人
と
な
っ
て
い
た
。こ
の
名
前
の
異
な
る
点
に
つ
い
て
、『
年
譜
輯
要
録
』

の
青
木
永
安
（
右
近
）
の
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ

る
。

貞
享
二
乙
丑　

右
近
将
監
永
安
嫡
子
采
女
永
貞
生
ル
、
又
元
禄
十
五
年
ハ

十
七
ト
モ
ア
リ
、
又
隼
人
ト
モ
ア
ル

こ
こ
で
も
青
木
右
近
の
悴
は
采
女
と
記
さ
れ
る
が
、
文
末
で
は
隼
人
と
も

言
っ
た
と
あ
る
。
采
女
と
隼
人
と
は
同
一
人
物
で
あ
っ
た
。

三
代
宮
司
の
流
罪
の
事
は
、
諏
訪
社
の
記
録
で
あ
る
『
年
譜
輯
要
録
』
に
も

こ
の
よ
う
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。（
２
）
の
記
録
の
文
末
に
は
そ
の
収
め
た
経

緯
を
記
し
て
い
た
。
島
原
屋
敷
用
達
の
曽
氏
の
記
録
の
中
に
右
近
流
罪
一
件
の

記
事
が
あ
り
、
そ
れ
を
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
五
月
十
六
日
に
永
政
が
書
き

写
し
た
も
の
と
云
う
。

書
写
し
た
永
政
は
青
木
一
族
の
一
人
と
思
わ
れ
る
が
、『
諏
訪
社
青
木
氏
系

譜
』
に
次
の
よ
う
に
二
度
登
場
す
る
。

文
化
九
年　

申
年
八
月
八
日　

永
政
元
服　

原
口
平
三
郎

文
政
七
年　

甲
申
六
月
十
日　

高
野
平
郷
ヨ
リ
永
政
引
地
町
ヘ
轉
宅

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
元
服
し
て
い
る
か
ら
、
逆
算
し
て
寛
政
十
年

（
一
七
九
八
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
こ
の
世
代
か
ら
考
え
て
第
九
代
宮
司
・
青

木
永
章
か
ら
十
代
宮
司
の
永
古
の
間
（
一
八
一
七
～
一
八
六
七
）
の
一
族
で
あ

ろ
う
。
前
記
の
文
化
九
年
の
記
事
に
「
原
口
平
三
郎
」
と
あ
り
、
原
口
姓
か
ら

青
木
家
に
養
子
に
入
っ
た
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
秋
の
頃
よ
り
燻
っ
て
い
た
諏
訪
社
神
主
の
一

件
は
、
宮
司
の
流
罪
、
悴
、
弟
の
所
払
い
の
処
罰
で
決
着
し
た
。

青
木
右
近
の
一
件
が
決
着
し
た
後
、『
御
広
間
雑
記
』
の
元
禄
十
五
年

（
一
七
〇
二
）
五
月
六
日
の
条
に
は
、
吉
田
家
当
主
が
朝
廷
の
伝
奏
役
に
宛
て

た
四
月
二
十
五
日
付
の
書
状
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
家
役
人
・
大
角
外
記

は
、
四
月
十
八
日
の
右
近
の
処
罰
と
共
に
閉
門
に
処
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
更
な

る
吟
味
と
処
罰
を
伝
え
る
次
の
内
容
で
あ
る
。

長
崎
諏
方
神
主
青
木
右
近
義
、
今
度
遠
島
被
仰
付
、
同
弟
修
理
同
子
隼
人

追
放
被
仰
付
候
、
然
者
家
来
大
角
外
記
義
先
年
江
戸
ニ
而
右
之
右
近
と
致
一

味
兼
敬
申
越
者
不
申
用
不
届
至
極
ニ
存
候
得
共
、
其
砌
外
記
申
所
尤
之
様
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ニ
落
着
ニ
付
、
外
記
義
先
引
込
居
候
様
ニ
申
付
置
候
、
今
度
青
木
右
近
不

届
御
吟
味
之
上
、
右
之
通
被
仰
付
候
間
、
家
来
外
記
義
山
城
国
中
、
江
戸

大
坂
等
追
放
可
申
付
与
存
候
、
比
者
之
事
先
年
江
戸
へ
も
指
下
申
者
之
事
ニ

御
座
候
故
、
御
届
申
入
候
、
為
其
如
比
候
、
以
上

卯
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
敬

柳
原
前
大
納
言
殿

高
野
前
大
納
言
殿

大
角
外
記
は
、
江
戸
に
於
い
て
青
木
右
近
と
一
味
に
な
り
、
吉
田
家
当
主
を

蔑な
い
が
しろ

に
し
た
言
動
に
よ
り
、
一
旦
、
閉
門
に
処
せ
ら
れ
て
い
た
。
更
に
吟
味
の

結
果
、
山
城
国
中
・
江
戸
・
大
坂
か
ら
の
追
放
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
。
青
木

右
近
の
一
件
に
加
担
し
た
と
し
て
、
吉
田
家
内
部
の
従
者
に
も
罰
が
及
ん
だ
の

で
あ
る
。

さ
て
『
御
広
間
雑
記
』
に
戻
り
、
右
近
一
件
が
落
ち
着
い
た
後
の
吉
田
家
の

様
子
を
見
て
み
よ
う
。
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）、
処
罰
が
行
わ
れ
て
か
ら

約
二
ヶ
月
後
の
五
月
二
十
八
日
の
記
録
に
は
「
今
度
長
崎
之
儀
首
尾
能
相
済
ニ

付
」
と
あ
っ
て
、今
度
の
長
崎
諏
訪
社
一
件
は
首
尾
良
く
済
ん
だ
事
が
分
か
る
。

更
に
こ
の
日
、
諏
訪
問
題
に
対
応
し
た
吉
田
家
家
老
の
四
人
は
、
同
家
奥
亭

で
の
慰
労
の
宴
席
に
招
か
れ
た
。
ま
た
こ
の
一
件
を
取
り
次
い
だ
家
政
人
の
小

姓
や
殿
中
達
も
、
表
部
屋
で
ご
馳
走
に
与
っ
て
い
る
。

こ
の
事
後
処
理
に
際
し
て
、
青
木
右
近
に
加
担
し
追
放
と
な
っ
た
吉
田
家
役

人
・
大
角
外
記
は
、
所
有
し
た
田
地
も
召
し
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
の
半

分
の
土
地
は
、
家
老
職
の
一
人
と
思
わ
れ
る
石
見
守
に
与
え
ら
れ
た
。
こ
う
し

て
長
崎
一
件
は
落
着
し
た
。

（
三
）
四
代
目
・
青
木
若
狭
守
永
春

先
代
宮
司
が
流
罪
に
な
る
と
い
う
前
代
未
聞
の
不
祥
事
後
に
、
四
代
目
の
宮

司
に
就
い
た
の
は
青
木
永
春
で
あ
っ
た
。
系
図
（
１
）
青
木
氏
系
図
に
示
し
た

よ
う
に
、
初
代
・
青
木
賢
清
の
三
男
で
あ
る
永
清
の
二
男
に
当
た
る
人
物
で
あ

る
。
青
木
宮
司
家
の
直
系
で
は
な
く
、い
わ
ば
傍
系
の
傍
系
と
言
っ
て
よ
い
が
、

系
譜
的
に
は
初
代
賢
清
の
孫
に
当
た
る
。
不
祥
事
後
だ
け
に
慎
重
に
人
選
が
行

わ
れ
た
様
子
が
窺
え
る
。

『
年
譜
輯
要
録
』
は
永
春
の
宮
司
就
任
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

（
元
禄
）
十
五
年　

閏
八
小　

六
月
廿
二
日
、
若
狭
守
永
春
エ
向
後
新
ニ

諏
訪
社
一
社
一
人
之
神
主
職
為
上
意
蒙
仰
候
、
但
立
山
御
役
所
ニ
テ
被

仰
渡
候

若
狭
守
永
春
様
ノ
時
、
瀧
川
内
蔵
ノ
家
永
代
末
弥
ニ
永
春
様
取
立
被
成

候
、
往
古
社
家
二
人
、
享
保
年
中
ニ
御
取
立
ヵ

元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
六
月
二
十
二
日
に
、
長
崎
奉
行
所
立
山
役
所
に

お
い
て
宮
司
任
命
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
上
意
と
し
て
「
諏
訪
社
一
社

一
人
之
神
主
職
」
の
幕
命
が
下
っ
て
い
る
。「
一
社
一
人
の
神
主
職
」
と
は
社

家
を
一
家
に
限
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
後
段
の
記
事
中
に「
往
古
社
家
二
人
」

と
あ
る
か
ら
、
永
春
よ
り
前
の
時
代
に
は
社
家
は
二
家
あ
っ
た
。
そ
れ
を
何
故

一
社
に
限
っ
た
の
か
。

青
木
右
近
の
処
罰
を
記
録
し
た
『
犯
科
帳
』
の
冒
頭
は
「
此
者
先
年
一
家
之

者
と
及
諍
論
候
節
」
と
あ
っ
た
。
恐
ら
く
青
木
家
内
部
で
起
こ
っ
た
何
か
の
諍

論
が
、
青
木
右
近
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
と
思
わ
れ
、
こ
の
先
例
か
ら
社
家
を

一
家
に
限
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
就
任
し
た
青
木
永
春
は
『
諏
訪
社
青
木
氏
系
譜
』
に
よ
る
と
、
万

治
二
年
（
一
六
五
九
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
四
十
四
歳
で
の
宮
司
就
任
で

あ
っ
た
。

さ
て
『
御
広
間
雑
記
』
の
記
録
に
戻
っ
て
み
よ
う
。

青
木
永
春
が
宮
司
に
就
任
し
た
後
の
七
月
・
八
月
に
は
長
崎
諏
訪
社
神
主
が
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頻
繁
に
登
場
す
る
。
ま
ず
七
月
二
十
一
日
に
は
青
木
作
之
進
と
い
う
人
物
が
初

め
て
吉
田
家
詣
で
を
行
い
、
当
主
に
対
面
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
七
月

二
十
六
・
二
十
七
日
と
、
青
木
大
蔵
な
る
者
が
吉
田
家
へ
官
位
を
願
い
出
る
。

そ
し
て
翌
月
早
々
の
八
月
二
日
に
は
、
朝
廷
伝
奏
役
の
万
里
小
路
家
よ
り
使
者

三
枝
左
門
が
遣
わ
さ
れ
、
青
木
永
春
に
位
階
と
官
途
名
の
許
し
が
下
っ
た
と
の

書
状
が
吉
田
家
に
届
い
た
。

八
月
七
日
に
は
、
諏
訪
社
神
主
の
青
木
若
狭
守
が
官
位
を
賜
っ
た
御
礼
に
吉

田
家
に
参
上
、
事
務
方
の
鈴
鹿
平
兵
衛
が
対
応
し
て
い
る
。
い
よ
い
よ
八
月
八

日
に
は
吉
田
家
に
万
里
小
路
家
か
ら
の
使
者
が
至
来
し
官
位
の
宣
旨
が
あ
っ

た
。
前
掲
の
表
（
１
）
に
も
記
し
た
が
、
重
要
な
文
書
で
あ
る
か
ら
、
再
度
こ

こ
に
示
そ
う
。

正
六
位
下
藤
原
朝
臣
永
春

正
二
位
行
権
大
納
言
兼
右
近
衛
大
将
藤
原
朝
臣
伊
季

宣
奉　
　
　
　

敕
件
人
宜
令
任

若
狭
守
者元

禄
五
年
八
月
三
日
大
外
記
兼
掃
部
頭
中
臣
朝
臣
師
庸　

奉

下
さ
れ
た
位
階
は
正
六
位
下
、官
途
名
は
若
狭
守
、元
禄
十
五
年（
一
七
〇
二
）

八
月
三
日
付
の
宣
旨
で
あ
る
。
正
六
位
下
の
位
階
は
、
諏
訪
社
歴
代
宮
司
に
下

さ
れ
た
同
等
の
位
で
あ
る
。

翌
八
月
九
日
に
は
早
速
、
前
日
の
官
位
宣
旨
へ
の
御
礼
に
、
伝
奏
役
の
万
里

小
路
家
に
出
向
い
て
い
る
。
同
行
す
る
添
使
は
鈴
鹿
平
兵
衛
で
あ
っ
た
。
そ
の

際
に
は
吉
田
家
よ
り
青
木
永
春
に
朝
廷
か
ら
の
口
宣
案
が
、
文
書
と
し
て
渡
さ

れ
て
い
る
。
言
わ
ば
任
官
証
で
あ
る
。

こ
の
御
礼
出
向
の
際
に
は
、
青
木
永
春
が
前
か
ら
吉
田
家
に
お
願
い
し
て
い

た
神
号
の
揮
毫
が
渡
さ
れ
て
い
る
。
天
神
地
祇
、
諏
訪
大
明
神
、
そ
し
て
八
幡

宮
・
天
照
皇
太
神
・
春
日
大
明
神
の
三
神
を
共
に
記
し
た
も
の
、「
三
幅
」
と

あ
る
か
ら
掛
け
軸
の
仕
立
て
と
思
わ
れ
る
。

六
月
に
諏
訪
社
宮
司
に
就
い
た
青
木
永
春
は
、
先
代
の
不
祥
事
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
一
月
後
の
七
月
に
は
そ
の
姿
は
京
都
に
あ
り
、
勢
力
的
に
位
階
と
官
途

名
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
。
同
年
の
八
月
二
十
四
日
ま
で
京
滞
在
が
確
認
さ

れ
る
。

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
の
閏
四
月
二
十
一
日
に
は
上
京
し
て
吉
田
家
詣
で
、

五
月
三
日
に
は
端
午
之
祝
い
の
品
と
し
て
、
生
鯛
一
尾
を
献
じ
て
い
る
。
七
月

六
日
に
帰
国
の
お
暇
乞
い
に
吉
田
家
に
出
向
い
て
い
る
の
で
、
閏
四
月
か
ら
七

月
初
め
迄
の
長
期
の
在
京
で
あ
っ
た
。
そ
の
直
前
の
六
月
十
四
日
の
記
録
に
、

青
木
若
狭
に
宗
源
行
法
の
引
き
渡
し
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
る
の
で
、
数
十
日
が

か
か
る
吉
田
神
道
の
宗
源
行
法
伝
授
の
為
の
在
京
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）、
同
六
年
・
同
七
年
と
若
狭
守
の
吉
田

家
詣
で
は
続
く
。
特
に
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
の
二
月
二
十
日
に
は
、
青
木

若
狭
と
主
計
が
共
に
吉
田
家
に
上
が
り
、
金
子
一
品
と
毛
氈
二
枚
を
献
じ
た
。

そ
の
後
、
五
月
か
ら
十
一
月
の
間
に
青
木
主
計
な
る
人
物
が
、
八
回
に
亘
り
対

面
・
御
機
嫌
伺
い
・
御
祓
大
麻
伝
授
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
青
木
主
計
は
、
初
代
青
木
賢
清
の
三
男
・
右
京
進
永
清
の
長
男
に
当
た

る
主
計
頭
永
弘
で
あ
る
（
系
図
１
青
木
家
系
図
参
照
）。
青
木
家
系
図
で
も
分

か
る
よ
う
に
、
諏
訪
社
四
代
目
宮
司
の
若
狭
守
永
春
の
兄
に
当
た
る
人
物
で
あ

る
。
後
掲
の
第
六
項
で
も
触
れ
る
が
、
京
吉
田
家
で
修
学
の
経
験
も
あ
り
、
吉

田
家
と
は
極
め
て
縁
が
深
い
人
物
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
後
述
の
よ
う
に
流
罪

と
な
っ
た
三
代
目
宮
司
の
青
木
右
近
と
は
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
頃
か
ら

激
し
く
対
立
し
た
。
こ
の
確
執
に
よ
り
右
近
は
流
罪
と
な
り
、
一
方
の
青
木
永

弘
も
京
都
・
江
戸
・
長
崎
で
の
構
刑
、
こ
の
三
箇
所
か
ら
の
追
放
を
命
じ
ら
れ

て
い
る
。

京
都
か
ら
追
放
さ
れ
た
筈
の
永
弘
が
、
何
故
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
に
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京
都
に
出
没
し
、
大
手
を
振
っ
て
吉
田
家
詣
で
が
で
き
た
の
か
。『
諏
訪
社
青

木
氏
系
譜
』
の
青
木
永
央
（
青
木
若
狭
守
永
春
二
男
）
の
項
に
、

右
京
進
嫡
子
主
計
頭
永
弘
、
其
後
御
構
御
免
ト
本
家
旧
記
ニ
ア
リ

と
記
さ
れ
、そ
の
後
、永
弘
の
御
構
刑
は
解
か
れ
て
自
由
の
身
と
な
っ
て
い
た
。

右
近
事
件
か
ら
八
年
が
経
過
し
、
青
木
永
弘
は
晴
れ
晴
れ
と
し
て
京
吉
田
家
詣

で
を
繰
り
返
し
た
様
子
が
窺
え
よ
う
。

こ
う
し
て
三
代
目
宮
司
の
不
祥
事
に
も
関
わ
ら
ず
、
初
代
青
木
賢
清
の
三
男

右
京
進
永
清
の
系
統
を
引
く
青
木
若
狭
守
永
春
が
、
諏
訪
社
宮
司
家
の
血
脈
を

繋
い
だ
。
こ
れ
以
降
、第
五
代
か
ら
十
一
代
ま
で
の
江
戸
期
の
諏
訪
社
宮
司
は
、

総
て
こ
の
家
系
が
継
承
し
た
。

六
、
青
木
右
近
永
安
の
流
罪
の
事
情

先
の
三
項
で
第
三
代
宮
司
・
青
木
右
近
将
監
永
安
の
五
島
へ
の
流
罪
の
件
を

触
れ
た
。『
御
広
間
雑
記
』
に
も
こ
の
一
件
に
関
わ
る
記
録
、
往
復
文
書
が
多

数
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
そ
れ
ら
の
記
録
は
青
木
右
近
の
行
動
を
熟
知
の
上

で
記
録
さ
れ
、
ま
た
文
書
が
往
復
さ
れ
て
い
る
の
で
、
右
近
の
流
罪
と
な
っ
た

理
由
・
原
因
は
詳
し
く
記
さ
れ
る
事
は
な
く
、
明
確
に
は
理
解
し
が
た
い
の
で

あ
る
。

本
節
で
は
右
近
が
流
罪
と
な
っ
た
理
由
・
原
因
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
の

点
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

左
記
に
引
用
し
た
長
崎
奉
行
所
録
の
『
犯
科
帳
』
の
冒
頭
に
は
、

此
者
先
年
一
家
之
者
と
及
諍
論
候
節

と
あ
っ
た
。
こ
の
書
き
出
し
か
ら
、
一
家
・
一
族
内
に
何
か
の
諍
論
が
あ
っ
た

事
が
窺
え
る
。
更
に
流
罪
後
の
元
禄
十
五
年
五
月
六
日
付
の
長
崎
奉
行
所
か
ら

の
書
状
が
、『
御
広
間
雑
記
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
も
、

一
筆
啓
上
致
候
、
然
者
當
所
諏
方
神
主
青
木
右
近
儀
、
先
年
一
家
諍
論
に

及
び
咎
無
く
伯
父
之
家
筋
迄
申
掠
、
其
上
御
本
所
様
對
し
奥
多
の
虚
言
申

旁
（
後
略
）

こ
の
書
状
に
も
「
一
家
諍
論
」
と
あ
り
、
更
に
「
伯
父
之
家
筋
迄
申
掠
」
と

あ
っ
て
、
少
し
ば
か
り
諍
論
の
相
手
が
見
え
て
く
る
。
伯
父
の
家
筋
ま
で
掠
め

取
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の
伯
父
の
家
筋
が
諍
論
の
相
手
で
あ
っ
た

事
は
漠
然
と
分
か
る
。

『
長
崎
市
史
』
地
誌
編 

神
社
教
会
部
上
で
も
、
こ
の
青
木
右
近
一
件
に
触
れ

て
い
る15

。
史
料
と
し
た
の
は
『
諏
訪
神
社
記
録
之
内
秘
書
』
と
題
す
る
記
録
で

あ
る
。
同
市
史
に
よ
る
と
諏
訪
社
に
も
こ
の
事
件
に
関
わ
る
記
録
は
あ
っ
た
も

の
の
、
七
代
目
宮
司
の
青
木
永
勇
に
よ
り
焼
却
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
中
で
も

残
っ
た
の
が
前
記
の
『
諏
訪
神
社
記
録
之
内
秘
書
』
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
一
件
は
『
長
崎
市
史
』
に
依
る
と
次
の
よ
う
な
経
緯
で
あ
っ
た
。

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
六
月
、
諏
訪
社
宮
司
の
青
木
右
近
は
神
道
伝
授
の

為
に
上
京
し
、
吉
田
家
に
弟
の
修
理
へ
の
位
階
叙
位
を
請
願
し
た
。
折
し
も
吉

田
家
で
は
右
近
の
従
兄
弟
に
当
た
る
青
木
永
弘
が
修
学
中
で
あ
っ
た
。
修
理
の

諏
訪
社
内
で
の
無
職
を
熟
知
し
て
い
た
永
弘
は
、
こ
の
修
理
の
叙
位
に
反
対
し

た
。
そ
の
為
に
右
近
と
永
弘
と
は
議
論
に
及
び
、
結
果
、
こ
の
修
理
の
位
階
請

願
は
取
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

丁
度
そ
の
頃
、
永
弘
の
父
・
右
京
進
永
清
は
諏
訪
社
の
祝
職
（
禰
宜
職
）
で

あ
っ
た
が
、老
齢
を
理
由
に
三
男
の
永
親
（
永
弘
の
弟
）
を
後
継
と
し
て
宮
司
・

右
近
に
願
い
出
る
。
し
か
し
右
近
は
一
向
に
取
り
合
お
う
と
し
な
い
。
先
の
修

理
叙
位
を
巡
る
右
近
と
永
弘
家
と
の
確
執
が
、
尾
を
引
い
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
双
方
か
ら
の
反
意
に
よ
り
、
右
近
の
本
家
筋
と
永
清
・
永

弘
の
分
家
筋
と
は
和
合
を
欠
き
、
確
執
は
更
に
深
ま
っ
て
い
っ
た
。

遂
に
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
三
月
、
江
戸
寺
社
奉
行
役
所
に
於
い
て
、
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吉
田
家
家
老
職
も
立
ち
会
い
右
近
、永
弘
の
不
仲
を
決
す
る
裁
定
が
下
さ
れ
た
。

青
木
右
近
は
吉
田
家
よ
り
の
神
道
伝
授
許
状
を
没
収
の
上
、
逼ひ

っ
そ
く塞

、
即
ち
家
の

門
を
閉
ざ
し
て
昼
間
の
外
出
が
禁
止
さ
れ
た
。
一
方
の
青
木
永
弘
は
京
・
江
戸
・

長
崎
で
の
構
刑
、
即
ち
当
三
箇
所
か
ら
の
追
放
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
確
認
す
る
と
、
本
項
の
冒
頭
に
記
し
た
「
一
家
諍
論
」、

「
伯
父
之
家
筋
迄
申
掠
」
の
意
味
が
分
か
っ
て
く
る
。
特
に
「
伯4

父
の
家
筋
ま

で
掠か

す

め
る
」
と
あ
る
の
は
、永
清
が
祝
職
の
後
継
を
申
し
出
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

右
近
が
取
り
合
わ
な
か
っ
た
事
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
青
木
永
清
は
右
近
の

父
親
・
青
木
宮
内
の
弟
で
あ
る
か
ら
、「
叔4

父
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。

『
諏
訪
神
社
記
録
之
内
秘
書
』
に
基
づ
く
『
長
崎
市
史
』
の
記
述
に
よ
っ
て
、

青
木
家
内
部
の
諍
論
が
詳
し
く
分
か
っ
て
き
た
。
青
木
右
近
は
永
弘
等
と
の
諍

論
が
基
と
な
り
、
吉
田
家
か
ら
の
神
道
伝
授
許
状
が
没
収
さ
れ
た
。
そ
の
為
に

吉
田
家
相
伝
の
檀
場
・
神
器
・
幣
帛
等
を
悉
く
取
り
捨
て
、
更
に
今
後
は
白
川

家
門
人
に
な
っ
た
と
の
虚
言
を
な
し
た
。
そ
の
為
に
五
島
へ
の
流
罪
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

七
、
お
わ
り
に

表
（
１
）
と
し
て
示
し
た
『
御
広
間
雑
記
』
諏
訪
社
関
係
記
録
の
中
に
、
寛

文
四
年
（
一
六
六
四
）
十
二
月
八
日
の
記
録
に
長
崎
商
人
の
高
木
善
衛
門
な
る

人
物
が
登
場
す
る
。
再
録
す
る
と
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

長
崎
商
人
高
木
善
衛
門
方
より
為
御
初
穂
銀
子
壱
枚
指
上
也
、
京
室
町
圓
福

寺
町
辻
源
衛
門
方
へ
書
状
添
、
善
衛
門
年
廿
六
、
来
年
之
御
祈
念
賴
由
也

長
崎
か
ら
高
木
善
衛
門
と
い
う
人
物
が
、
京
圓
福
寺
町
に
住
む
辻
源
衛
門
を

通
じ
て
初
穂
銀
一
枚
を
納
め
、
年
が
開
け
て
か
ら
吉
田
神
社
で
の
祈
祷
を
お
願

い
し
て
き
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

更
に
二
年
後
の
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
二
月
六
日
条
に
は
、
高
木
善
衛
門

に
関
し
た
次
の
記
録
が
あ
る
。

去
々
年
極
月
比
事
、
京
都
之
辻
紹
甫
と
申
仁
参
入
、
長
崎
ニ
而
高
木
善
衛

門
御
祈
祷
之
義
、
以
前
も
申
上
候
、
今
度
□
□
申
度
由
也
、
為
初
穂
銀
子

壱
枚
献
上
候
、
彼
善
衛
門
年
廿
八
、
卯
ノ
年
申
了

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
の
記
録
で
は
、
来
年
、
即
ち
寛
文
五
年
の
祈
祷
を

依
頼
し
て
い
た
が
、
実
際
は
二
年
後
の
寛
文
六
年
に
吉
田
神
社
で
の
祈
祷
の
運

び
と
な
っ
た
。
初
穂
と
し
て
銀
子
一
枚
を
お
供
え
し
て
い
る
。

吉
田
家
に
は
神
主
衆
だ
け
が
頼
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
町
方
衆
か
ら
の
祈
祷

依
頼
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
吉
田
家
に
祈
祷
を
依
頼
し
た
高
木
善
衛
門
と
い
う

人
物
、
在
地
の
記
録
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
江
戸
の
初
期
か
ら
長
崎
町
年
寄

を
勤
め
た
高
木
作
右
衛
門
家
の
一
族
で
あ
ろ
う
か
。

寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
三
月
三
・
四
・
五
日
の
三
日
間
に
亘
っ
て
、
橘
三
喜

と
い
う
人
物
が
吉
田
家
に
出
入
り
し
て
い
る
。
こ
の
人
物
は
寛
永
十
二
年

（
一
六
三
五
）
に
肥
前
平
戸
藩
に
生
ま
れ
た
神
道
家
で
あ
る
。
三
十
五
歳
で
の

吉
田
家
詣
で
で
あ
っ
た
。
吉
田
神
道
を
修
め
全
国
の
一
之
宮
を
歴
訪
し
、
肥
前

平
戸
藩
に
伝
わ
る
平
戸
神
楽
を
創
始
し
た
人
物
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

そ
の
橘
三
喜
が
吉
田
家
の
『
御
広
間
雑
記
』
に
登
場
し
、
改
め
て
吉
田
家
と

の
深
い
縁
を
確
認
で
き
る
事
は
重
要
で
あ
る
。『
御
広
間
雑
記
』
に
は
肥
前
平

戸
藩
内
神
主
衆
の
吉
田
家
詣
で
が
頻
繁
に
記
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
神
道
を
深
く

修
め
た
橘
三
喜
の
感
化
に
よ
る
も
の
か
。
こ
う
い
っ
た
様
々
な
吉
田
家
詣
で
も

今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

 

（
富
松
神
社
宮
司
）
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注
 

  1
天
理
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵　

架
蔵
番
号 

吉
田
六
四
―
一
六
〇

  2
亀
井
清
「
吉
田
家
御
廣
間
雑
記
に
就
い
て
」（
天
理
図
書
館
報
『
ビ
ブ
リ
ア
』

三
十
三
号　

昭
和
四
一
年　

天
理
図
書
館
）

  3
橋
本
政
宣
「
吉
田
家
御
広
間
雑
記
に
つ
い
て
」（『
悠
久
』
七
十
七
号 

平
成

一
一
年　

鶴
岡
八
幡
宮
）

橋
本
政
宣「
江
戸
初
期
の『
吉
田
家
御
広
間
雑
記
』と
諸
事
件
」（『
ぐ
ん
し
ょ
』

四
十
七
号　

平
成
一
二
年　

群
書
類
従
完
成
会
）

  4
藤
野
保
『
大
村
郷
村
記
』
第
一
巻　
（
昭
和
五
七
年　

国
書
刊
行
会
）

  5
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵　

架
蔵
番
号 

渡
辺
文
庫 

渡
辺
一
一
―

一
二
二
）

  6
『
長
崎
市
史
』
地
誌
編
神
社
教
会
部
上
（
昭
和
五
六
年　

長
崎
市
）

  7
『
諏
訪
社
青
木
氏
系
譜
』　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵　

架
蔵
番
号 

渡
辺

文
庫 

渡
辺
一
三
―
三
四
六
）

8
岩
波
文
庫
『
町
人
囊 

百
姓
囊 

長
崎
夜
話
草
』
二
〇
八
頁
（
平
成
二
十
九
年　

岩
波
書
店
）

9
橋
本
政
宣
「
吉
田
家
御
広
間
雑
記
に
つ
い
て
」（『
悠
久
』
七
十
七
号 

平
成

一
一
年　

鶴
岡
八
幡
宮
）

 10
前
掲
の
『
長
崎
夜
話
草
』
に
は
、
長
崎
煙
草
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

蠻
人
種
子
を
持
來
り
て
、
長
崎
櫻
馬
場
と
い
ふ
所
に
植
て
よ
り
普
ね
く

世
に
ひ
ろ
ま
れ
り
。
此
故
に
今
も
櫻
馬
場
の
た
ば
こ
は
色
も
香
ほ
り
も

他
所
と
は
格
別
な
る
も
の
也
。

 11
『
長
崎
夜
話
草
』
に
は
、
絵
筵
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

花
筵　

長
崎
に
て
は
花
御
座
と
い
ふ
。
藺
を
赤
く
黒
く
染
て
打
な
り
。

長
さ
は
五
間
七
間
、
廣
さ
一
間
二
間
に
て
も
望
次
第
に
打
な
り
。
是
も

根
本
、
暹し

ゃ

羅む
じ
ん人

の
傳
來
な
り
。

 12
『
京
の
火
事
物
語
』
綠
紅
叢
書
第
五
十
輯
（
昭
和
三
四
年　

京
を
語
る
会
）

 13
『
犯
科
帳
』
第
一
巻
（
昭
和
三
四
年　

犯
科
帳
刊
行
会
）

 14
鎮
西
大
社
諏
訪
神
社
元
宮
司
の
松
本
亘
史
氏
の
教
授
に
よ
る
。

 15
『
長
崎
市
史
』
地
誌
編
神
社
教
会
部
上
（
昭
和
五
六
年　

長
崎
市
）
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